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ジ
ャ
ン
ル
別
の
単
元
構
成
で
、
授
業
づ
く
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

第
一
部
・
第
二
部
そ
れ
ぞ
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
八
つ
の
単
元
を
配
置
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
各
時
間
の
授
業
を
組
み
立
て
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
作
品
で
、
深
く
共
感
し
、
豊
か
に
想
像
す
る
力
を
育
て
ま
す
。

実
績
と
蓄
積
の
あ
る
小
説
作
品
に
加
え
、
戯
曲
、
翻
訳
、
文
学
評
論
な
ど
多
様
な

ジ
ャ
ン
ル
を
関
連
づ
け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
心
情
把
握
の
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

多
彩
な
言
語
活
動
で
、
幅
広
く
文
学
を
捉
え
る
力
を
育
て
ま
す
。

各
単
元
の
「
学
び
を
広
げ
る
」
で
は
、
批
評
を
通
じ
た
作
品
の
再
解
釈
や
、
小
説
の

書
き
換
え
な
ど
の
創
作
活
動
を
通
し
て
、
広
く
、
深
く
作
品
を
読
む
力
を
育
て
ま
す
。

効
果
的
な
図
版
・
写
真
が
、
生
徒
の
読
書
意
欲
を
喚
起
し
ま
す
。

効
果
的
な
図
版
・
写
真
や
、
コ
ラ
ム
「
文
学
を
読
む
た
め
に
」「
広
が
る
読
書
」
が
、

生
徒
の
読
書
意
欲
を
喚
起
し
、
主
体
的
な
読
書
活
動
を
促
し
ま
す
。

明
確
な
目
標
設
定
で
、
生
徒
の
文
学
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
ま
す
。

単
元
や
作
品
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
読
み
書
き
の
力
を
身
に
つ
け
る
の
か
を
明
示
。

学
習
目
標
・
内
容
が
常
に
明
確
で
、
生
徒
の
目
的
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

選
び
抜
か
れ
た
多
彩
な
作
品
群
で
、
生
徒
の
探
究
心
を
引
き
出
し
ま
す
。

定
番
の
小
説
作
品
に
加
え
、
映
像
化
さ
れ
た
作
品
の
脚
本
や
、
文
学
評
論
、
漫
画
、

古
典
な
ど
、
生
徒
の
探
究
心
を
引
き
出
す
多
様
・
多
彩
な
作
品
群
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

丁
寧
な
手
引
き
・
解
説
が
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
ま
す
。

読
後
の
課
題
「
羅
針
盤
」
で
は
、
基
本
的
な
読
み
取
り
か
ら
探
究
的
な
学
び
ま
で

丁
寧
に
学
習
を
導
き
、
生
徒
の
主
体
的
な
姿
勢
を
引
き
出
し
ま
す
。

豊
富
な
図
版
・
写
真
が
、
生
徒
の
読
書
意
欲
を
喚
起
し
ま
す
。

教
材
に
関
連
す
る
コ
ラ
ム
や
、
図
版
・
写
真
を
豊
富
に
掲
載
。

作
家
に
よ
る
読
書
案
内
も
含
め
、〝
も
っ
と
文
学
が
読
み
た
く
な
る
〞
仕
掛
け
が
豊
富
で
す
。
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■
著
作
者

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

阿
部
公
彦　
　
東
京
大
学

大
高
知
児　
　
中
央
大
学

上
畠
祥
子　
　
青
山
学
院
大
学
系
属
浦
和
ル
ー
テ
ル
学
院

下
山
大
介　
　
駒
場
東
邦
中
学
校
・
高
等
学
校

髙
野
光
男　
　
元
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

丹
藤
夢
子　
　
東
京
都
立
神
代
高
等
学
校

戸
塚
学　
　
　
武
蔵
大
学

中
村
と
も
え　
静
岡
大
学

松
永
和
也　
　
桐
蔭
学
園
高
等
学
校

安
田
正
典　
　
愛
知
淑
徳
大
学

柳
宣
宏　
　
　
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
高
等
学
校

山
元
隆
春　
　
広
島
大
学

若
松
伸
哉　
　
愛
知
県
立
大
学

■
著
作
者

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

秋
山
樹
里　
　
東
京
都
立
駒
場
高
等
学
校

阿
部
由
美　
　
東
京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
中
学
校

安
藤
延
明　
　
高
槻
中
学
校
・
高
等
学
校

伊
坂
淳
一　
　
敬
愛
大
学

上
田
万
里
子　
三
重
県
立
朝
明
高
等
学
校

大
元
理
絵　
　
東
京
都
立
広
尾
高
等
学
校

沖
奈
保
子　
　
ド
ル
ト
ン
東
京
学
園
中
等
部
高
等
部

小
助
川
元
太　
愛
媛
大
学

佐
藤
正
光　
　
東
京
学
芸
大
学

髙
木
展
郎　
　
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

玉
腰
朱
里　
　
東
京
都
立
大
泉
高
等
学
校

千
葉
聡　
　
　

 

横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
高
等
学
校

益
川
敦　
　
　
頌
栄
女
子
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

宮
川
健
郎　
　
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授

宮
田
航
平　
　
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

令和５年度新刊令和５年度新刊
特
色

特
色

「ナガサキの郵便配達」参考地図

391│空間を越える翻訳文学　ナガサキの郵便配達
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一
読
後
に
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
こ
と
を
メ
モ

し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
よ
う
。

　
　
　「
虎
」
に
な
る
前
の
李
徴
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
か
。
読
み
取
っ
た
こ
と
を
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
　
　
袁
傪
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

李
徴
に
と
っ
て
袁
傪
は
ど
う
い
う
存
在
か
。
簡
潔
に
ま
と

め
よ
う
。

　
　
　
李
徴
は
自
分
が
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。
次
の
表
現
に
留
意
し
、
考
え
よ
う
。

1
理
由
も
わ
か
ら
ず
に
⋮
⋮
生
き
物
の
さ
だ
め
だ
。（
72
・
10
）

2  

と
も
に
、
我
が
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の

せ
い
で
あ
る
。（
77
・
3
）

3  

事
実
は
、
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の

卑
怯
な
危
惧
と
、
⋮
⋮
お
れ
の
す
べ
て
だ
っ
た
の
だ
。

（
77
・
13
）

4  

飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
⋮
⋮
こ
ん

な
獣
に
身
を
堕
と
す
の
だ
。（
79
・
12
）

　
　
　
最
後
に
李
徴
が
叢
を
出
て
、
自
ら
の
姿
を
袁
傪
の
目
に
さ
ら

し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
、
考
え
て
ま
と
め
よ
う
。

次
の
書
評
「
石
な
ら
ぬ
中
島
敦
」
を
あ
わ
せ
て
読
ん
で
、「
書
評
」

の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
交
換
を
し
よ
う
。
ま
た
、
他
の
作
品

の
書
評
を
読
み
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
紹
介
し
合
お
う
。

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

課
題
1

課
題
2

課
題
3

課
題
4探

究

│
考
え
を
深
め
る

羅
針
盤

読
み
解
き
ツ
ー
ル
10
感
情
表
現  

450
ペ
ー
ジ

81│心情の表現　山月記
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夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

［映画］夜のピクニック　台本
恩田陸（原作者）インタビュー
長澤雅彦（監督）インタビュー

多部未華子（主演女優）インタビュー
池上冬樹（文芸評論家）のコメント

映
画
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思う心を捉える

虫に小鳥に蚕に虎に……変身の話

高校生のための読書案内　笹原宏之

石ならぬ中島敦　三浦しをん

草之丞の話　江國香織

山月記　中島敦

デューク　江國香織

探究

探究

コ ラ ム

〈執着〉する心を捉える

人
間
の
姿
と
心

3
心
情
の
表
現
に
読
み
ひ
た
る

小
説
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
内
実
を
抱
え
た
人
物
が
登
場
し
、

非
日
常
的
な
で
き
ご
と
が
語
ら
れ
る
。
現
実
世
界
を
越
え

た
創
作
の
魅
力
を
味
わ
お
う
。
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の
か
、
医
者
へ
で
も
行
っ
た
の
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
刹

那
に
、
彼
の
前
に
手
を
つ
い
て
、
あ
や
ま
り
た
く
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
私
の
受
け
た
そ
の
時
の
衝
動
は
決
し
て
弱
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
も
し
Ｋ
と
私
が
た
っ
た
二
人
曠こ

う

野や

の
真
ん
中
に
で

も
立
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
私
は
き
っ
と
良
心
の
命
令
に
従
っ
て
、
そ

の
場
で
彼
に
謝
罪
し
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
奥
に
は
人
が
い

ま
す
。
私
の
自
然
は
す
ぐ
そ
こ
で
食
い
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

12
水
道
橋

　神か
ん

田だ

川
に
架
か
る
橋
。
小
石
川
の
方
か
ら
水
道
橋
を
渡
る
と
、
橋

の
向
こ
う
側
は
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
に
な
る
。

13
猿
楽
町
・
神
保
町
・
小
川
町

　現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
っ
た
町
名
。

14
万
世
橋

　現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡あ

わ

路じ

町
と
外
神
田
を
結
ぶ
、
神
田

川
に
架
か
る
橋
。

15
明
神
の
坂

　現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
に
あ
る
神
田
明
神
へ
と
上
が

る
坂
道
。

16
菊
坂

　現
在
の
東
京
都
文
京
区
本
郷
四
丁
目
と
本
郷
五
丁
目
の
境
に
あ
る
坂

道
。

17
こ
の
三
区

　当
時
の
小
石
川
区
・
神
田
区
・
本
郷
区
。
現
在
の
東
京
都
文
京

区
・
千
代
田
区
の
一
部
。

＊
語
句

　界
隈

　い
び
つ

明治 30年代　本郷周辺略図

東京帝国大学
文

龍岡町

菊
　坂

小　石　　川　　　植　　　　物　　　　　園

池の端

根津

不
忍
池真

砂
町

飯
田
橋

春
日
町

ま 

さ 

ご

こうしょう

う
し  

ご
め

こ
う
じ
ま
ち

西
片
町

小
石
川
区

本
郷
区

下
谷
区

牛
込
区

麴
町
区

神
田
区

柳
町

上野公園
上野

本郷台

飯田町

水道橋

神保町
小川町

伝通院

後楽園

東京砲兵工廠
湯島天神

神田明神

神田川

猿楽町 万世橋
秋葉原

う
し  

ご
め

5000
m

163

こ
こ
ろ

Ω50_念校2

05SBK_P138-172_nen2.indd   163 2021/04/15   16:51

学
び
を
広
げ
る

小
説
を
書
き
換
え
る

　「少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ
」
の
主
人
公
の
設
定
を
変
え
、
も
う
一
つ
の
「
○
○
と
い
う
名
前
の
メ
カ
」
の
物
語
を
作
っ
て
み
よ
う
。

　① 「
少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ
」
の
冒
頭
部
分
（
35
・
1
）
に
な
ら
っ
て
次
の
文
の
空
欄
を
埋
め
、
主
人
公
の
基
本
的
な
設
定
を
決
定
し
よ
う
。

　
　
○
○
と
い
う
名
前
の
メ
カ
の
記
憶
装
置
に
は
、（

　
　
　）
が
は
じ
め
か
ら
イ

ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
○
○
は
（

　
　
　）。

　② 

主
人
公
の
設
定
を
も
と
に
、
主
人
公
に
ふ
さ
わ
し
い
物
語
の
構
想
を
練
ろ
う
。
そ
の

際
、
次
の
点
に
留
意
し
よ
う
。

・
主
人
公
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
人
物
に
出
会
う
か
。

・ 

そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
で
き
ご
と
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る

か
。

・
主
人
公
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
を
周
囲
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
か
。

・
主
人
公
は
ど
の
よ
う
に
人
々
と
別
れ
る
か
。

　③ 

五
、六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
作
品
」
を
発
表
し
合
い
、
感
想

を
交
換
し
よ
う
。

　④ 

感
想
交
換
を
受
け
て
、
改
め
て
自
分
の
書
い
た
「
作
品
」
を
振
り
返
り
、
創
作
活
動

を
自
己
評
価
し
よ
う
。

■
小
説
の
寓
意
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
か

■
主
人
公
の
設
定
を
変
え
、
小
説
を
書
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
た
か

■
さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
や 

関
心
を
も
て
た
か

単
元
の
振
り
返
り

43

学
び
を
広
げ
る

Ω50_念校2
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桃
水

　そ
れ
で
よ
し
。
私
は
半
井
桃
子
さ
ん
、
あ
な
た
は
樋
口
夏
之

助
君
と
い
う
わ
け
だ
。

夏
子
、
吹
き
出
す
。
桃
水
も
笑
う
。

桃
水

　打
ち
解
け
て
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
心
の
限
り
、

お
力
に
な
り
ま
す
よ
。

夏
子

　何
て
も
っ
た
い
な
い
…
…
（
と
、
涙
ぐ
む
）

桃
水

　い
や
、
私
に
も
貧
乏
時
代
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
我
が
家
は

代
々
、
対つ

し
ま馬

藩は
ん

の
御
殿
医
を
つ
と
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
対

馬
藩
が
朝
鮮
と
の
外
交
を
任
さ
れ
て
い
た
た
め
、
父
は
釡プ

サ
ン山

で
医
者
を
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
明
治
維
新
に
な
っ

て
か
ら
藩
の
財
政
は
窮
乏
し
、
ま
だ
子
供
の
私
も
給
仕
の
よ

う
に
働
か
さ
れ
た
。
逃
げ
出
す
よ
う
に
日
本
に
帰
っ
た
の
は
、

や
っ
と
十
五
の
と
き
で
す
よ
。

夏
子

　ま
ぁ
、
そ
ん
な
ご
苦
労
が
…
…

桃
水

　働
き
な
が
ら
東
京
の
学
校
を
出
ま
し
た
が
、
仕
事
が
な
か
な
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き

華
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小
説（
一
）

二

山
月
記 

中
島
敦

少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ 

松
田
青
子

● 

会
話
と
地
の
文
の
関
係
に
着
目
し
て
、
人
物
像
を
把
握
す
る

● 

小
説
の
寓
意
に
つ
い
て
考
え
る

● 

主
人
公
の
設
定
を
変
え
、
小
説
を
書
き
換
え
る

学
び
を
広
げ
る

 

小
説
を
書
き
換
え
る

　文
学
を
読
む
た
め
に
｜
語
り
手

書
く
こ
と
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二
十
億
光
年
の
孤
独

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

谷
川
俊
太
郎

　
　
﹇
探
究
﹈  

意
味
以
前
の
世
界
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
谷
川
俊
太
郎

虹
の
雌
雄

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

蜂
飼
耳

　
　
﹇
探
究
﹈ RAIN

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　SEK
AI N

O OW
ARI

　
　
◆
コ
ラ
ム   「
に
じ
」を
め
ぐ
る
言
語
文
化
誌

１　
発
想
と
感
覚

〈
文
学
の
言
葉
を
感
じ
取
る
〉

予
感

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

青
山
七
恵

　
　
﹇
探
究
﹈ 作
家
の
読
書
道（
青
山
七
恵
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
聞
き
手・瀧
井
朝
世

雉
始
雊

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

絲
山
秋
子

　
　
﹇
探
究
﹈ 近・現
代
の
短
歌
と
俳
句
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
石
川
不
二
子・正
岡
子
規
ほ
か

　
　
◆
コ
ラ
ム  

浦
島
太
郎
、空
に
舞
う

２　
読
み
の
深
ま
り

〈
解
釈
の
多
様
性
を
楽
し
む
〉

山
月
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
島
敦

　
　
﹇
探
究
﹈ 石
な
ら
ぬ
中
島
敦
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
三
浦
し
を
ん

デ
ュ
ー
ク

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

江
國
香
織

　
　
﹇
探
究
﹈ 草
之
丞
の
話（
部
分
）   

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
江
國
香
織

　
　
◆
コ
ラ
ム  

虫
に
小
鳥
に
蚕
に
虎
に
…
…
変
身
の
話

３　
人
間
の
姿
と
心

〈
心
情
の
表
現
に
読
み
ひ
た
る
〉

少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
田
青
子

　
　
﹇
探
究
﹈ 皮
膚
と
心
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
藤
崎
彩
織

バ
ー
ス
デ
イ・ガ
ー
ル

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

村
上
春
樹

　
　
﹇
探
究
﹈ 村
上
作
品
の
比
喩
例・ 「
バ
ー
ス
デ
イ・ガ
ー
ル
」に
つ
い
て 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
村
上
春
樹

　
　
◆
コ
ラ
ム  

表
現
者
の
言
葉
、享
受
者
の
感
性　
　

４　
作
品
の
挑
戦

〈
作
家
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
読
み
解
く
〉

こ
こ
ろ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

夏
目
漱
石

　
　
﹇
探
究
﹈ 夏
目
漱
石
、読
ん
じ
ゃ
え
ば
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
奥
泉
光

物
語
も
っ
と
深
読
み
教
室

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
川
健
郎

　
　
﹇
探
究
﹈ 夢
は
何
語
で
見
る
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
多
和
田
葉
子

　
　
◆
コ
ラ
ム  

明
治
時
代
の
ス
イ
ー
ツ
文
豪
男
子

５　
意
味
と
解
釈

〈
表
現
の
意
味
を
捉
え
直
す
〉

永
訣
の
朝

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
沢
賢
治

　
　
﹇
探
究
﹈ 「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」を
企
画
す
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
編
集
委
員
会・東
雅
夫

た
け
く
ら
べ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

樋
口
一
葉 

原
作・川
上
未
映
子 

訳

　
　
﹇
探
究
﹈ 近
代
の
文
体
を
た
ど
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

森
鷗
外・二
葉
亭
四
迷
ほ
か

　
　
﹇
発
展
探
究
﹈ 正
岡
子
規

｜

も
う
一つ
の
顔
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

長
谷
川
櫂

　
　
◆
コ
ラ
ム  

伏
し
て
見
る
花　
細
道
の
井
戸

６　
近
代
の
創
造

〈
近
代
の
文
章
に
価
値
を
見
い
だ
す
〉

項
羽
と
劉
邦
―
―「
史
記
」を
読
む

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

尾
形
勇

　
　
﹇
探
究
﹈ 鴻
門
の
会（「
史
記
」よ
り
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
司
馬
遷
／
大
木
康 

訳

花
山
天
皇
の
退
位
―
―「
大
鏡
」を
読
む

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

永
井
路
子

　
　
﹇
探
究
﹈栄
花
物
語

｜

花
山
院
の
出
家
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
編
集
委
員
会 

訳

　
　
﹇
発
展
探
究
﹈ 歴
史
か
ら
物
語
、そ
し
て
歴
史
物
語
へ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

秋
山
虔

　
　
◆
コ
ラ
ム  

憧
れ
の
物
語　
独
り
占
め

７　
史
実
と
虚
構

〈
歴
史
の
語
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
〉

表
現
プ
ラ
ザ
１

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
小
説

冒
頭
書
き
出
し
例
集

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

ト
ル
ス
ト
イ・芦
沢
央
ほ
か

自
分
の
な
か
に「
語
り
手
」を
つ
く
る

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
１

表
現
プ
ラ
ザ
２

想
像
か
ら
の
語
り

未
知
へ
／
夕
焼
け
／
売
炭
翁

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

木
村
信
子
／
吉
野
弘
／
白
居
易

タ
イ
ト
ル
は
、書
く「
わ
た
し
」を
は
げ
ま
す

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
２

表
現
プ
ラ
ザ
３

現
代
に
甦
る
歌
物
語

古
典
和
歌・近
世
俳
句

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
狭
野
弟
上
娘
子・松
尾
芭
蕉 

ほ
か

　
　
﹇
参
考
﹈ 

和
歌
と
物
語・伊
勢
物
語（
訳
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
谷
知
子・田
辺
聖
子

大
き
な
段
落
の
ほ
ぐ
し
方

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
３

「
た
け
く
ら
べ
」の
書
評

ち
り
め
ん
の
赤
色
に
映
る
恋
の
哀
切

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

小
川
洋
子

大
和
こ
と
ば
の
柔
ら
か
さ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

俵
万
智

引
用
は
二
〇
〇
字
で

表
現
プ
ラ
ザ
４

誘
惑
す
る
書
評

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
４

最
初
の
質
問

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

詩・長
田
弘　
絵・い
せ
ひ
で
こ

巻
頭
詩

詩や歌詞の言葉の響きを味
わうことで、「文学」の世界
への導入を図ります。

教材文から作品解説、物語
の構造に関する文章、と、
教科書定番教材「 こころ」
の読解を単元全体で取り組
む構成になっています。

第6単元以降、近代以前およ
び古典の文章も教材に加わっ
ていきます。「発展探究｣の
教材とともに、古典探究にも
つながる学びを行えます。

Ⅰ
部
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月
火
水
木
金
土
日

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

川
上
弘
美

　
　
﹇
探
究
﹈ 川
上
作
品
を
め
ぐ
っ
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
岸
本
佐
和
子・川
上
弘
美

源
氏
物
語
―
―
北
山
の
垣
間
見

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

紫
式
部 

原
作　
角
田
光
代 

訳

　
　
﹇
探
究
﹈ 寂
聴
源
氏
塾
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
瀬
戸
内
寂
聴

　
　
﹇
発
展
探
究
﹈ 想
像
へ
の
畏
敬
―
大
和
路
を
ゆ
く
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

リ
ー
ビ
英
雄

　
　
◆
コ
ラ
ム  

お
も
ろ
さ
う
し
と
ユ
ー
カ
ラ

８　
想
像
と
創
造

〈
文
学
の
想
像
力
を
捉
え
る
〉

鞄
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

安
部
公
房

　
　
﹇
探
究
﹈ 夕
鶴
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
木
下
順
二

竹
取
物
語
―
―
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

作
者
未
詳  

森
見
登
美
彦 

訳

　
　
﹇
探
究
﹈ マ
ン
ガ
古
典
文
学　
竹
取
物
語
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
池
田
理
代
子

　
　
﹇
発
展
探
究
﹈ ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
準
備
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
恩
田
陸

　
　
﹇
発
展
探
究
﹈ 映
画「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
長
澤
雅
彦・多
部
未
華
子 

ほ
か

　
　
◆
コ
ラ
ム   

ド
ラ
マ
の
中
の
方
言
は
ど
こ
に
あ
る

９　
作
品
の
変
貌

〈
言
語
文
化
の
可
能
性
を
追
求
す
る
〉

二
回
目
か
ら
の
読
書
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

蜂
飼
耳

「
こ
れ
は
な
ん
だ
！
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
青
山
七
恵

「
読
書
嫌
い
」の
あ
な
た
へ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

笹
原
宏
之

好
き
な
よ
う
に
読
ん
だ
。
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
田
青
子

本
と
付
き
合
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

奥
泉
光

『
徒
然
草
』を
読
も
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

長
谷
川
櫂

自
分
探
し
よ
り
本
探
し
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

大
木
康

開
か
れ
る
世
界
へ
の
扉
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

渡
辺
満
里
奈

こ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か
へ
の
扉
 ・・・・・・・・・・・・・・・　

穂
村
弘

新
し
い
言
葉
に
出
会
う
楽
し
み
 ・・・・・・・・・・・　

中
村
桂
子

翻
訳
が
開
く
世
界
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
永
美
穂

ど
う
し
て
人
は
読
書
を
す
る
の
か
 ・・・・・・・　

小
野
正
嗣

表
現
プ
ラ
ザ
５

表
現
の
宝
さ
が
し

こ
と
ば
の
不
思
議

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

穂
村
弘

　
こ
と
ば
選
び
は
繊
細
に

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
５

表
現
プ
ラ
ザ
６

言
葉
で
ス
ケ
ッ
チ

ミ
ュ
シ
ャ
、ゴ
ッ
ホ
、河
鍋
暁
斎
、モ
ネ
の
絵
画
作
品

　
　
﹇
参
考
﹈ い
ち
ま
い
の
絵
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
原
田
マ
ハ

自
分
の
な
か
に「
読
み
手
」と「
聞
き
手
」を
つ
く
る

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
６

星
の
王
子
さ
ま

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
／
内
藤
濯 

訳

藤
野
先
生

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

魯
迅
／
竹
内
好 

訳

　
●
旅
す
る「
翻
訳
」文
学Part1

ナ
ガ
サ
キ
の
郵
便
配
達

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

ピ
ー
タ
ー・タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
／
間
庭
恭
人 

訳

卵
を
抱
き
な
が
ら
。も
し
く
は
、く
せ
に
な
る
翻
訳
。

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

松
永
美
穂

　
●
旅
す
る「
翻
訳
」文
学Part2

　
意
見・主
張
型
小
論
文
を
書
く

　
　
文
学
の
普
遍
性
②

〈
空
間
を
越
え
て
生
き
る

  

翻
訳
文
学
の
価
値
を
見
つ
け
る
〉

山
椒
魚

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

井
伏
鱒
二

　
　
﹇
参
考
﹈ 井
伏
鱒
二
っ
て
ど
ん
な
人
？

珊
瑚
の
リ
ン
グ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

吉
本
ば
な
な

旅
す
る
本

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

石
田
衣
良

　
　
﹇
参
考
﹈ 「
旅
す
る
本
」の「
ま
え
が
き
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
石
田
衣
良

文
学
の
未
来

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
小
野
正
嗣

　
企
画・提
案
型
小
論
文
を
書
く

　
　
文
学
の
普
遍
性
③

〈
自
分
と
未
来
を
つ
な
ぐ

  

文
学
の
魅
力
を
探
る
〉

　
　
文
学
の
普
遍
性
①

〈
時
代
を
越
え
て
生
き
る

  

古
典
文
学
を
温
ね
る
〉

雨
月
物
語
―
―
浅
茅
が
宿

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

上
田
秋
成 

原
作　
石
川
淳 

訳

方
丈
記
―
―
養
和
の
飢
饉・大
地
震

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

鴨
長
明 

原
作　
三
木
卓 

訳

古
譚

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

茨
木
の
り
子

　
　
﹇
参
考
﹈ 桃
花
源
記（
書
き
下
し
文
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
陶
潜

「
虫
め
づ
る
姫
君
」の
観
察
眼

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
村
桂
子

　
　
﹇
参
考
﹈ 堤
中
納
言
物
語

｜

虫
好
き
の
お
姫
様
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
中
島
京
子 
訳

　
調
査・研
究
型
小
論
文
を
書
く

資
料
編

読
書
案
内

１　
物
語
・
小
説
読
み
解
き
ツ
ー
ル

　
　

 

❶
語
り
手　

❷
構
成
・
展
開　

❸
場
面
設
定

　
　

❹
転
換
点　

❺
伏
線　

❻
キ
ー
ア
イ
テ
ム

　
　

❼
人
物
造
形　

❽
役
割
語　

❾
人
物
相
関
図　

　
　

❿
感
情
表
現　

⓫
象
徴
・
暗
示　

⓬
背
景

２　
小
さ
な
図
書
館
に
よ
う
こ
そ

３　
探
究
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

４　
読
書
生
活
を
広
げ
る
た
め
の

　
　
主
な
作
（
筆
）
者
＋
作
品
名
索
引

Ⅱ
部

89101112

第10～第12単元に
わたり、三つの形の
小論文を書く教材を
設けています。

「旅する『翻訳』文学」で
は、読書案内の形で世
界各地の翻訳作品を紹
介しています。

小説｢ピクニックの準備』と映画『夜
のピクニック』を合わせて取り上げ、
映画の監督や出演俳優へのインタ
ビューも交えながら、作品どうしの
つながりにふれていきます。

本
編
教
材
の
作
者
な
ど
が
読
書
に
ま
つ
わ
る
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
す
る
文
章
を
、
単
元
間
に
配
置
し
て
い
ま
す
。



文
学
国
語

37 36

山さ
ん

月げ
つ

記き

中な
か

島じ
ま

敦あ
つ
し

隴ろ
う

西せ
い

の
李り

徴ち
ょ
う

は
博
学
才さ
い

穎え
い

、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎こ

榜ぼ
う

に
連
ね
、
つ
い
で
江こ
う

南な
ん

尉い

に
補

せ
ら
れ
た
が
、
性
、
狷け
ん

介か
い

、
自
ら
恃た
の

む
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
厚
く
、
賤せ
ん

吏り

に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な

か
っ
た
。
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、
虢か
く

略り
ゃ
く

に
帰き

臥が

し
、
人
と
交
わ
り
を
絶
っ
て
、

ひ
た
す
ら
詩
作
に
ふ
け
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家

と
し
て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺の
こ

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
名
は
容
易
に
揚
が
ら
ず
、
生
活

は
日
を
逐お

う
て
苦
し
く
な
る
。
李
徴
は
よ
う
や
く＊
焦し
ょ
う

躁そ
う

に
か
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
頃
か
ら
そ
の
容
貌

も
峭し
ょ
う

刻こ
く

と
な
り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光
の
み
い
た
ず
ら
に
炯け
い

々け
い

と
し
て
、
か
つ
て
進
士
に
登
第
し

た
頃
の
豊ほ
う

頰き
ょ
う

の
美
少
年
の
お
も
か
げ
は
、
ど
こ
に
求
め
よ
う
も
な
い
。
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

〈
執
着
〉
す
る
心
を
捉
え
る

心
情
の
表
現

小
説

1900

2000

明治

大正

昭和

平成平成

令和令和

1

隴
西   

中
国
甘か

ん
粛し

ゅ
く

省
東
南
部

の
地
名
。

2

才
穎   

才
能
が
抜
き
ん
出
て

い
る
こ
と
。

3

天
宝   

唐
の
玄げ

ん
宗そ

う
皇
帝
時
代

の
年
号（
七
四
二
〜
七
五
六
）。

4

虎
榜    

官
吏
登
用
試
験
（
科

挙
）
合
格
者
（
進
士
）
の
姓

名
を
掲
げ
る
板
。

5

江
南
尉  

江
南
は
長
江
下
流

の
南
の
一
帯
。
こ
こ
で
は
浙せ
っ

江こ
う

省
辺
り
を
い
う
。「
尉
」

超
現
実
的
な
事
象
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

　
　
　
書
評
を
通
し
て
作
品
の
あ
り
方
を
考
え
、
読
み
直
す

　
　
　

探
究

音
声
▼

5
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出
、
汝じ
ょ

水す
い

の
ほ
と
り
に
宿
っ
た
時
、
つ
い

に
発
狂
し
た
。
あ
る
夜
半
、
急
に
顔
色
を

変
え
て
寝
床
か
ら
起
き
上
が
る
と
、
何
か

わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
こ
と
を
叫
び
つ
つ
そ
の

ま
ま
下
に
飛
び
下
り
て
、
闇
の
中
へ
駆
け

出
し
た
。
彼
は
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ

た
。
付
近
の
山
野
を
捜
索
し
て
も
、
な
ん

の
手
が
か
り
も
な
い
。
そ
の
後
李
徴
が
ど

う
な
っ
た
か
を
知
る
者
は
、
誰
も
な
か
っ

た
。 16

妻
子
の
衣
食
の
た
め
に
つ
い
に
節＊
を
屈
し
て
、
再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
方
、
こ
れ
は
、
己
の
詩
業
に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
か
つ
て
の
同
輩
は
既
に
は

る
か
高
位
に
進
み
、
彼
が
昔
、
鈍
物
と
し
て
歯＊
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
が
、
往
年
の
儁し
ゅ
ん

才さ
い

李
徴
の
自
尊
心
を
い
か
に
傷
つ
け
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
彼

は
怏お
う

々お
う

と
し
て
楽
し
ま
ず
、
狂き
ょ
う

悖は
い

の
性
は
い
よ
い
よ
抑
え
難
く
な
っ
た
。
一
年
の
後
、
公
用
で
旅
に

13

14

15

は
昔
中
国
で
地
方
の
軍
事

や
警
察
な
ど
を
扱
っ
た
官
。

6 

狷
介   

固
く
自
分
の
意
志
を

守
り
妥
協
し
な
い
こ
と
。

7 

賤
吏   

身
分
の
低
い
官
吏
。

8 

故
山   

生
ま
れ
故
郷
の
地
。

9 

虢
略   

河
南
省
西
部
の
霊
宝

市
の
地
。

10 

帰
臥   

官
を
辞
し
て
故
郷
に

帰
り
、
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
。

11 

峭
刻   

厳
し
く
、
険
し
い
様

子
。

12 

登
第   

科
挙
に
合
格
す
る
こ

と
。

13 

儁
才   

才
能
の
優
れ
た
人
。

14 

怏
々   

不
満
が
募
る
こ
と
。

15 

狂
悖   

非
常
識
で
道
義
に
背

く
こ
と
。

16 

汝
水   

河
南
省
よ
り
発
し
、

淮わ
い

河が

に
注
ぐ
川
。

語
句

＊

 

焦
躁
に
か
ら
れ
る
／
節
を
屈
す

る
／
歯
牙
に
も
か
け
な
い

隴西

長安

虢略

商於

嶺　南

貴州省

四川省

甘粛省

湖南省 江西省

湖北省

河南省

黄河

黄海

汝水

長江

長江

浙江省

江蘇省

安徽省

山東省

河北省

山西省
陝西省

広東省

福建省

台湾

陳郡

51015
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歴
史
か
ら
物
語
、そ
し
て
歴
史
物
語
へ

評
論

1900

2000

明治

大正

昭和

平成平成

令和令和

　平
安
時
代
に
発
生
し
た
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
仮
名
文
の
国
史
に

「
歴
史
物
語
」
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
嚆こ

う

矢し

と

し
て
の
『
栄え

い

花が

物も
の

語が
た
り

』
四
十
巻
の
面
目
は
、
ま
さ
に
日
本
の
文
学

史
の
う
え
に
銘
記
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
こ
の
「
物
語
」
の
生
誕
を
誘
発
し
た
の
は
紫む

ら
さ
き

式し
き

部ぶ

に

よ
っ
て
書
か
れ
た
『
源げ

ん
氏じ

物も
の
語が

た
り

』
で
あ
っ
た
。

　紫
式
部
に
と
っ
て
は
、
史
実
の
そ
こ
に
読
ま
れ
る
の
が
物
語
で
は

な
か
っ
た
。
物
語
に
導
入
さ
れ
る
史
実
は
、
そ
こ
か
ら
離
陸
し
よ
う

と
す
る
虚
構
の
現
実
を
強
固
に
達
成
す
る
た
め
の
拠よ

り
ど
こ
ろ
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
史
実
の
記
述
、
特
定
の
誰
彼
の
事
績

1

2

3

秋あ
き

山や
ま

虔け
ん

次
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
読
も
う
。

1  

「
歴
史
（
日
本
紀
）」「
物
語
」「
歴
史
物
語
」
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
。

2  

『
栄え
い

花が

物も
の

語が
た
り』

の
作
者
が
、「
両
者
を
統
一
す

る
と
い
う
荒
わ
ざ
を
試
み
た
」（
248
下
・
5
）

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。

　『史し

記き

』
や
『
大お
お

鏡か
が
み

』
の
よ
う
に
、
歴
史
に
も
と
づ

い
た
物
語
の
お
も
し
ろ
さ
や
楽
し
さ
は
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
歴
史
に
取
材
し
た
現
代
の
歴
史
小
説
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

発
展
探
究

歴史の語り方

歴史と文学の接点を捉える

歴史物語がもつ意義について考
える

 発展探究  歴史に基づいた文学
作品の読み方を考える

5

5
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の
記
録
に
す
ぎ
な
い
「
日に

本ほ
ん
紀ぎ

」
な
ど
は
一
面
的
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

物
語
に
お
い
て
こ
そ
道
理
の
筋
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
人
間
の
全
円
的

な
追
究
が
な
さ
れ
る
と
い
う
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
た
だ
見
聞
き
す
る

だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
ぬ
、
ど
う
し
て
も
伝
え
残
し
て
お
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
感
動
が
因
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
善
悪
と
も
に
例
外
的
あ

る
い
は
極
限
的
な
事
件
や
状
況
が
選
ば
れ
設
定
さ
れ
る
と
い
う
論
理

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
実
に
い
か
に
近
い
か
、
い
か
に
似
て
い
る
か

で
は
な
く
、
現
実
と
し
て
は
普
通
に
あ
り
え
ぬ
よ
う
な
虚
構
の
現
実

を
造
成
す
る
こ
と
の
意
義
の
主
張
は
、
ま
さ
に
『
源
氏
物
語
』
の
作

者
の
創
作
体
験
と
不
可
分
の
思
想
の
表
白
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　『源
氏
物
語
』
は
同
時
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
広
汎
に
受
容
さ

れ
た
。
一
に
、
そ
の
世
界
が
構
造
的
連
関
の
相
に
お
い
て
推
移
展
開

す
る
壮
麗
な
虚
構
の
現
実
の
迫
真
力
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
に
生
動
す
る
人
間
群
像
と
の
共
感
に
よ
っ
て
己
れ
の

人
生
の
在
り
よ
う
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
読
者
が
、
新
た
な
る
創
作
行

為
を
誘
発
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
初
期
に
書
か
れ
た
評

論
書
『
無む

名み
ょ
う

草ぞ
う

子し

』
に
は
、『
源
氏
物
語
』
の
出
現
は
人
間
わ
ざ
と

は
考
え
ら
れ
ぬ
奇き

蹟せ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
が
語
ら
れ
、
こ
れ
を
参

4

5

6

紫式部

奈良絵本『源氏物語』（左上）
江戸時代初期に、奈良絵本と呼ばれる絵入り
本が流行した。『源氏物語』も奈良絵本として
出版された。

大島本『源氏物語』（左下）
源氏物語は、さまざまな写本がつくられ、伝え
られてきた。現在、多くの源氏物語は大島本の
内容を踏まえている。
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デ
ュ
ー
ク

江え

國く
に

香か

織お
り

小
説

1900

2000

明治

大正

昭和

平成平成

令和令和

思
う
心
を
捉
え
る

心
情
の
表
現

　歩
き
な
が
ら
、
私
は
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
二
十
一
に
も
な
っ

た
女
が
、
び
ょ
お
び
ょ
お
泣
き
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
他

の
人
た
ち
が
い
ぶ
か
し
げ
に
私
を
見
た
の
も
、
無
理
の
な
い
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
私
は
泣
き
や
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　デ
ュ
ー
ク
が
死
ん
だ
。

　私
の
デ
ュ
ー
ク
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　私
は
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　デ
ュ
ー
ク
は
、
グ
レ
ー
の
目
を
し
た
ク
リ
ー
ム
色
の
ム
ク
毛
の
犬

で
、
プ
ー
リ
ー
種
と
い
う
牧
羊
犬
だ
っ
た
。
わ
が
家
に
や
っ
て
き
た

時
に
は
、
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
ぼ
う
で
、
廊
下
を
走
る
と

手
足
が
す
べ
っ
て
ぺ
た
ん
と
ひ
ら
き
、
す
ー
っ
と
お
腹な

か
で
す
べ
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
か
わ
い
く
て
、
名
前
を
呼
ん
で
は
何
度
も
廊
下

を
走
ら
せ
た
。︵
そ
の
か
っ
こ
う
が
モ
ッ
プ
に
似
て
い
る
と
言
っ
て
、

み
ん
な
で
笑
っ
た
。︶
た
ま
ご
料
理
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
、
梨な

し

が
大
好
物
だ
っ
た
。
五
月
生
ま
れ
の
せ
い
か
、
デ
ュ
ー
ク
は
初
夏
が

よ
く
似
合
っ
た
。
新
緑
の
こ
ろ
に
散
歩
に
つ
れ
て
い
く
と
、
匂
や
か

な
風
に
、
毛
を
そ
よ
が
せ
て
目
を
ほ
そ
め
る
。
す
ぐ
に
す
ね
る
た
ち

で
、
す
ね
た
横
顔
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
に
似
て
い
た
。
音
楽

が
好
き
で
、
私
が
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
と
、
い
つ
も
う
ず
く
ま
っ
て
聴
い

て
い
た
。
そ
う
し
て
、
デ
ュ
ー
ク
は
と
て
も
、
キ
ス
が
う
ま
か
っ
た
。

1

表
現
が
生
み
出
す
非
現
実
的
な
世
界
を
捉
え
る

　
　
　

  

同
じ
作
家
の
作
品
を
比
べ
て
読
む

　
　
　

  

探
究

510

510
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　死
因
は
老
衰
で
、
私
が
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
帰
る
と
、
ま
だ
か
す
か

に
あ
た
た
か
か
っ
た
。
ひ
ざ
に
頭
を
の
せ
て
な
で
て
い
る
う
ち
に
、

い
つ
の
ま
に
か
固
く
な
っ
て
、
つ
め
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

デ
ュ
ー
ク
が
死
ん
だ
。

　次
の
日
も
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

玄
関
で
、
み
ょ
う
に
明
る
い
声
で
“
行
っ
て
き
ま
す
”
を
言
い
、
表

に
で
て
ド
ア
を
し
め
た
と
た
ん
に
涙
が
あ
ふ
れ
た
の
だ
っ
た
。
泣
け

て
、
泣
け
て
、
泣
き
な
が
ら
駅
ま
で
歩
き
、
泣
き
な
が
ら
改
札
口
で

定
期
を
見
せ
て
、
泣
き
な
が
ら
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
、
泣
き
な
が
ら
電

車
に
乗
っ
た
。
電
車
は
い
つ
も
の
と
お
り
混
ん
で
い
て
、
か
ば
ん
を

か
か
え
た
女
学
生
や
、
似
た
よ
う
な
コ
ー
ト
を
着
た
お
つ
と
め
人
た

ち
が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
し
ゃ
く
り
あ
げ
て
い
る
私
を
遠
慮
会
釈
な

く
じ
ろ
じ
ろ
見
つ
め
た
。

　「ど
う
ぞ
。」

　無
愛
想
に
ぼ
そ
っ
と
言
っ
て
、
男
の
子
が
席
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
。

十
九
歳
く
ら
い
だ
ろ
う
か
、
白
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
紺
の
セ
ー
タ
ー
を

着
た
、
ハ
ン
サ
ム
な
少
年
だ
っ
た
。

　「あ
り
が
と
う
。」

　蚊
の
な
く
よ
う
な
涙
声
で
よ
う
や
く
一
言
お
礼
を
言
っ
て
、
私
は

座
席
に
こ
し
か
け
た
。
少
年
は
私
の
前
に
立
ち
、
私
の
泣
き
顔
を

じ
っ
と
見
て
い
る
。
深
い
目
の
色
だ
っ
た
。
私
は
少
年
の
視
線
に
い

す
く
め
ら
れ
て
、
な
ん
だ
か
動
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
し
て
、

い
つ
の
ま
に
か
泣
き
や
ん
で
い
た
。

　私
の
お
り
た
駅
で
少
年
も
お
り
、
私
の
乗
り
か
え
た
電
車
に
少
年

も
乗
り
、
終
点
の
渋
谷
ま
で
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。
ど
う
し
た

の
、
と
も
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
と
も
聞
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
少
年

は
ず
っ
と
私
の
そ
ば
に
い
て
、
満
員
電
車
の
雑
踏
か
ら
、
さ
り
げ
な

5
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次
の
①
~
⑤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表
現
し
て

い
る
か
、
他
の
言
葉
で
説
明
し
て
み
よ
う
。

1  

び
ょ
お
び
ょ
お
泣
き
な
が
ら
︵
86
上
・
2
︶

2  

匂
や
か
な
風
に
、
毛
を
そ
よ
が
せ
て
目
を
ほ
そ
め
る
︵
86

下
・
6
︶

3  

無
愛
想
に
ぼ
そ
っ
と
言
っ
て
︵
87
上
・
15
︶

4  

蚊
の
な
く
よ
う
な
涙
声
で
︵
87
下
・
1
︶

5  

晴
れ
た
ま
昼
の
、
冬
の
匂
い
が
し
た
︵
89
下
・
2
︶

課
題
1 羅

針
盤

江
國
香
織  
え
く
に
か
お
り

一
九
六
四
︵
昭
和
三
九
︶
年
~
。
小
説
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
二
〇
〇
四
年
に
「
号
泣
す
る
準
備
は
で
き
て

い
た
」
で
直
木
賞
を
受
賞
。
軽
や
か
な
文
体
と
こ
ま
や
か
な
人
物
描
写
で
、
日
常
を
鮮
や
か
に
表
現
す
る
。
作

品
に
「
き
ら
き
ら
ひ
か
る
」
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
﹃
つ
め
た
い
よ
る
に
﹄︵
一
九
九
六
︶
に
よ
っ
た
。

　世
間
知
ら
ず
で
泣
き
虫
で
、
夜
中
に
一
人
で
ト
イ
レ
に
も
行
か
れ

探
究
教
材

  

草く
さ

之の

丞じ
ょ
う

の
話

　
　江
國
香
織

「
今
ま
で
ず
っ
と
、
僕
は
楽
し
か
っ
た
よ
。」︵
90
下
・
14
︶、「
今
ま

で
ず
っ
と
、
だ
よ
。」︵
90
下
・
18
︶
の
「
ず
っ
と
」、「
僕
も
と
て
も
、

愛
し
て
い
た
よ
。」︵
91
上
・
7
︶
の
「
も
」
は
こ
の
小
説
に
ど
ん
な

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

次
の
小
説
「
草
之
丞
の
話
」
の
冒
頭
部
分
を
読
み
、
物
語
が
こ
の
あ

と
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
を
想
像
し
、
他
者
と
交
流
し
よ
う
。

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

探
究

│
考
え
を
深
め
る
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な
い
お
ふ
く
ろ
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
女
手
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で

僕
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
ふ
し
ぎ
に
は
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

も
、
女
優
と
い
う
の
は
よ
ほ
ど
も
う
か
る
商
売
な
の
だ
ろ
う
と
、
僕

は
の
ん
き
に
考
え
て
い
た
。

　五
月
。
僕
は
中
学
に
も
慣
れ
、
さ
っ
そ
く
午
後
の
授
業
を
さ
ぼ
っ

て
映
画
を
み
に
行
っ
た
。
す
る
と
電
車
の
中
に
、
桜
色
の
着
物
を
着

た
お
ふ
く
ろ
が
い
た
。

　︵ど
こ
に
行
く
ん
だ
ろ
う
︶

　そ
う
は
思
っ
て
も
、
こ
ち
ら
も
学
校
を
ぬ
け
だ
し
て
き
た
身
、
う

か
つ
に
声
も
か
け
ら
れ
ず
、
遠
く
か
ら
な
が
め
て
い
た
。
お
ふ
く
ろ

は
、
小
さ
な
ふ
ろ
し
き
包
み
を
ひ
ざ
の
上
に
か
か
え
て
い
た
。

　電
車
を
お
り
た
お
ふ
く
ろ
は
、
駅
前
商
店
街
を
ぽ
く
ぽ
く
と
足
ば

や
に
歩
き
、
八
百
屋
の
前
で
立
ち
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
お
も
む
ろ

に
ふ
ろ
し
き
包
み
を
ほ
ど
く
と
、
中
か
ら
あ
じ
の
干ひ

物も
の
︵
ら
し
き
も

の
︶
を
と
り
だ
し
て
地
面
に
お
き
、
ま
る
で
墓
参
り
で
も
す
る
よ
う

に
、
し
ん
み
ょ
う
に
手
を
あ
わ
せ
る
の
だ
っ
た
。
あ
っ
け
に
と
ら
れ

て
い
る
僕
の
そ
ば
を
す
り
ぬ
け
て
、
お
ふ
く
ろ
は
さ
っ
さ
と
駅
へ
ひ

き
か
え
し
て
し
ま
っ
た
。

　七
月
。
朝
寝
坊
を
し
た
日
曜
日
、
パ
ジ
ャ
マ
の
ま
ま
台
所
に
行
く

と
、
お
ふ
く
ろ
は
庭
に
で
て
い
た
。
よ
く
晴
れ
た
、
し
ず
か
な
午
後

だ
っ
た
。
び
わ
の
木
の
下
に
立
っ
て
、
お
ふ
く
ろ
は
さ
む
ら
い
の

か
っ
こ
う
を
し
た
男
と
話
を
し
て
い
る
。
紺
の
着
物
に
刀
を
き
ち
ん

と
ぶ
ら
さ
げ
て
、
ち
ょ
ん
ま
げ
も
り
り
し
い
さ
む
ら
い
だ
っ
た
。
お

お
か
た
、
ふ
う
が
わ
り
な
役
者
仲
間
だ
ろ
う
と
は
思
っ
た
が
、
そ
れ

に
し
て
は
さ
む
ら
い
姿
が
板
に
つ
き
す
ぎ
て
い
る
。
こ
れ
が
草
之
丞

だ
っ
た
。

　お
ふ
く
ろ
は
日ひ

傘が
さ
を
く
る
く
る
ま
わ
し
て
、
ま
る
で
女
学
生
の
よ

う
に
頬ほ
お

を
そ
め
て
い
る
。
サ
ン
ダ
ル
を
つ
っ
か
け
て
、
僕
も
庭
に
で
た
。

　「お
は
よ
う
、
母
さ
ん
。
お
客
様
な
の
」

　お
ふ
く
ろ
は
び
く
っ
と
し
て
、
し
ば
ら
く
僕
の
顔
を
み
つ
め
て
い

た
が
、
や
が
て
に
っ
こ
り
と
微ほ
ほ

笑え

ん
だ
。

　「草
之
丞
さ
ん
と
い
っ
て
ね
、
お
父
様
で
す
よ
、
あ
な
た
の
」

　僕
は
、
僕
の
心
臓
が
こ
ん
な
に
じ
ょ
う
ぶ
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　お
ふ
く
ろ
の
話
は
こ
う
だ
っ
た
。
草
之
丞
は
正
真
正
銘
の
さ
む
ら

い
で
、
ま
た
正し
ょ
う

真し
ん

正し
ょ
う

銘め
い

の
幽
霊
で
、
お
ふ
く
ろ
に
一ひ

と
目め

惚ぼ

れ
を
し
た
。

お
ふ
く
ろ
が
ま
だ
新
米
女
優
だ
っ
た
こ
ろ
、
舞
台
で
時
代
劇
の
端は

役や
く

51015
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教
材

15│三省堂│　　　　

https://tbqr.sanseido-publ.co.jp/05-sinbungaku/
contents/からも閲覧できます。

文国 703

背 17mm　05新文学国語

発
展
探
究
（
第
６
〜
第
９
単
元
）

教
材

第 6～第 9単元では、
その単元で学んだ内容
を実践的に活用する教
材「発展探究」を配置し
ており、生徒が主体的
に課題に取り組むこと
ができます。

思う心を捉える

虫に小鳥に蚕に虎に……変身の話

高校生のための読書案内　笹原宏之

石ならぬ中島敦　三浦しをん

草之丞の話　江國香織

山月記　中島敦

デューク　江國香織

探究

探究

コ ラ ム

〈執着〉する心を捉える

人
間
の
姿
と
心

3
心
情
の
表
現
に
読
み
ひ
た
る

小
説
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
内
実
を
抱
え
た
人
物
が
登
場
し
、

非
日
常
的
な
で
き
ご
と
が
語
ら
れ
る
。
現
実
世
界
を
越
え

た
創
作
の
魅
力
を
味
わ
お
う
。
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単元扉

一
読
後
に
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
こ
と
を
メ
モ

し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
よ
う
。

　
　
　「
虎
」
に
な
る
前
の
李
徴
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
か
。
読
み
取
っ
た
こ
と
を
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
　
　
袁
傪
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

李
徴
に
と
っ
て
袁
傪
は
ど
う
い
う
存
在
か
。
簡
潔
に
ま
と

め
よ
う
。

　
　
　
李
徴
は
自
分
が
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。
次
の
表
現
に
留
意
し
、
考
え
よ
う
。

1
理
由
も
わ
か
ら
ず
に
⋮
⋮
生
き
物
の
さ
だ
め
だ
。（
72
・
10
）

2  

と
も
に
、
我
が
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の

せ
い
で
あ
る
。（
77
・
3
）

3  

事
実
は
、
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の

卑
怯
な
危
惧
と
、
⋮
⋮
お
れ
の
す
べ
て
だ
っ
た
の
だ
。

（
77
・
13
）

4  

飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
⋮
⋮
こ
ん

な
獣
に
身
を
堕
と
す
の
だ
。（
79
・
12
）

　
　
　
最
後
に
李
徴
が
叢
を
出
て
、
自
ら
の
姿
を
袁
傪
の
目
に
さ
ら

し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
、
考
え
て
ま
と
め
よ
う
。

次
の
書
評
「
石
な
ら
ぬ
中
島
敦
」
を
あ
わ
せ
て
読
ん
で
、「
書
評
」

の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
交
換
を
し
よ
う
。
ま
た
、
他
の
作
品

の
書
評
を
読
み
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
紹
介
し
合
お
う
。

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

課
題
1

課
題
2

課
題
3

課
題
4探

究

│
考
え
を
深
め
る

羅
針
盤

読
み
解
き
ツ
ー
ル
10
感
情
表
現  

450
ペ
ー
ジ
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単
元
の
学
習
を

振
り
返
ろ
う

高校生のための読書案内
　
皆
さ
ん
の
中
に
、
作
者
の
意
図
を
読
み
取
る

こ
と
が
苦
手
と
い
う
人
が
い
ま
せ
ん
か
。
で
も

そ
れ
は
活
字
に
向
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
作
品
の
表
現
の
ほ
う
に
関
心
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

作
品
は
私
た
ち
皆
の
も
の
で
、
楽
し
み
方
や

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
い
い

の
で
す
。
坪つ
ぼ

内う
ち

逍し
ょ
う

遙よ
う

は
「
う
る
さ
い
」
を
「
五
月

蠅
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
ピ
ン
と
こ
な
い
な

と
思
っ
た
ら
チ
ャ
ン
ス
で
、
そ
こ
か
ら
感
覚
や
暮

ら
し
、
気
候
の
変
化
ま
で
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
外
来
語
は
カ
タ
カ
ナ
と
い
う
常
識
は
、
す
で

に
夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

が
ロ
マ
ン
を
「
浪
漫
」、
萩は

ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

が
ド
ア
を
「
ノ
ッ
ク
し
」
を
「
叩
つ
く
（
ノ
ッ

ク
）
し
」
と
書
い
て
い
て
、
覆
さ
れ
ま
す
。
梶か
じ

井い

基も
と

次じ

郎ろ
う

で
「
檸レ

モ
ン檬

」
を
覚
え
た
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
梶
井
は
実
は
檸
檬
と
書
こ
う

と
し
て
原
稿
に
「
獰ど

う

猛も
う

」
を
木
偏
に
し
た
誤
字

を
書
い
て
し
ま
う
な
ど
、
い
つ
も
間
違
え
て
い

ま
し
た
。
で
も
獰
猛
を
想
わ
せ
る
果
物
だ
か
ら

こ
そ
爆
発
を
予
感
し
た
の
か
な
、
な
ん
て
考
え

て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

太だ

宰ざ
い

治お
さ
む

は
「
文
化
」
と
書
い
て
「
は
に
か
み
」

と
ル
ビ
を
振
る
こ
と
を
讃
え
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
熟
語
を
独
自
に
読
ま
せ
る
表
現
方
法
さ
え

あ
り
、
今
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
や
漫
画
よ
り
盛
ん

だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。
も
っ
と
身
近
な
表
記

も
目
に
止
ま
り
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
が
当
て
字
で

「
珈
琲
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
出
会
い
」
で
は

な
く
「
出
逢
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
活

字
に
込
め
た
作
者
の
想
い
や
狙
い
を
自
身
の
知

性
と
感
性
を
用
い
て
読
み
取
っ
て
い
け
ば
、
作

品
が
も
っ
と
楽
し
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

▢
人
間
の
心
情
と
超
現
実
的
な
で

き
ご
と
と
の
関
わ
り
の
描
か
れ

方
を
考
え
な
が
ら
作
品
を
読
む

こ
と
が
で
き
た
か
。

▢
表
現
が
生
み
出
す
非
現
実
的
な

世
界
観
を
考
え
な
が
ら
読
む
こ

と
が
で
き
た
か
。

▢
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
け
る
と
思
う

か
。

「
読
書
嫌
い
」
の
あ
な
た
へ

笹さ
さ

原は
ら

宏ひ
ろ

之ゆ
き

笹
原
宏
之
　
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）

年
〜
。
国
語
学
者
、
言
語
学
者
。
東
京

都
の
生
ま
れ
。
著
者
に
『
漢
字
の
歴
史
』

『
謎
の
漢
字
』
な
ど
が
あ
る
。

51015
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振
り
返
り
・
読
書
案
内

それぞれの単元で、教材
～羅針盤～探究の流れが
複数用意されています。

中な
か
島じ

ま
敦あ

つ
し

の
作
品
と
出
会
っ
た
の
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
『
山

月
記
』
が
き
っ
か
け
だ
。
出
だ
し
か
ら
難
し
い
漢
字
と
見
慣
れ
ぬ
熟

語
の
連
続
で
、
決
し
て
と
っ
つ
き
の
い
い
話
と
は
思
え
ぬ
が
、
仲
間

内
で
は
大
好
評
の
一
作
だ
っ
た
。

　「
な
ん
で
こ
れ
、
教
科
書
に
載
っ
て
ん
だ
ろ
。」

　
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
疑
問
で
あ
っ
た
。

　
教
科
書
が
推
奨
す
る
「
読
み
筋
」
と
し
て
は
、「
自
尊
心
と
孤
独

に
つ
い
て
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
の
挫
折
と
悲
哀
に
つ
い
て
。」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
覚
え
が
あ
る
が
、
当
然
、
私
た
ち
は
そ
う
は

読
ま
な
か
っ
た
。
年
若
く
、
経
験
も
乏
し
か
っ
た
か
ら
、
自
尊
心
が

も
た
ら
す
功
罪
も
、
本
格
的
な
挫
折
や
悲
哀
も
、
ひ
と
に
つ
き
ま
と

う
孤
独
も
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま

『
山
月
記
』
を
読
め
ば
、
教
科
書
の
提
示
し
た
「
読
み
筋
」
に
沿
っ

た
形
で
、「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
話
で
も
あ
る
な
。」
と
理
性
で
は

わ
か
る
。

　
理
性
で
は
、
と
い
う
の
が
曲く
せ

者も
の

で
、『
山
月
記
』
に
対
す
る
本
質

的
な
感
想
は
、
実
は
初
読
の
と
き
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
作

品
へ
の
仲
間
内
で
の
評
価
は
、
一
言
で
言
う
と
、

　「
変
な
話
！
」

　
だ
っ
た
。

　
ま
ず
、
虎
に
な
る
の
が
変
だ
。
叢く
さ
む
ら

に
隠
れ
た
虎
が
し
ゃ
べ
る
の

を
聞
い
て
、
即
座
に
旧
友
の
声
だ
と
思
い
当
た
る
の
も
変
だ
。
し
か

し
そ
れ
を
言
う
な
ら
、
虎
が
漢
詩
を
詠
む
の
も
、
虎
に
妻
子
の
面
倒

を
頼
ま
れ
て
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
る
の
も
、
と
に
か
く
も
う
、
な

に
か
ら
な
に
ま
で
変
だ
。

　
私
は
学
校
図
書
館
で
全
集
を
広
げ
て
拾
い
読
み
し
た
。
ど
の
話
も
、

ブ
ッ
飛
ん
で
い
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
中
国
は
も
と
よ
り
、
波ペ
ル
斯シ

ャ
、

ア
ッ
シ
リ
ヤ
、
パ
ラ
オ
。
舞
台
設
定
は
縦
横
無
尽
で
、
と
て
も
リ
ア

ル
だ
。
で
も
ど
こ
か
、
夢
の
世
界
の
よ
う
な
手
触
り
も
あ
る
（
も
の

す
ご
く
微
細
だ
っ
た
り
広
大
だ
っ
た
り
す
る
部
分
に
、
突
如
と
し
て

明
確
す
ぎ
る
ほ
ど
に
焦
点
が
合
う
あ
た
り
な
ど
）。
そ
し
て
す
べ
て

の
作
品
に
お
い
て
、
登
場
人
物
（
妖
怪
な
ど
も
含
む
）
が
嘆
い
た
り

憤
っ
た
り
し
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
脈
動
し
て
い
た
。

　
い
っ
た
い
中
島
敦
と
は
、
ど
ん
な
ひ
と
な
ん
だ
ろ
う
。
小
説
を
読

探
究
教
材

  

石
な
ら
ぬ
中な

か
島じ

ま
敦あ

つ
し

　
　三み

浦う
ら
し
を
ん

51015
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め
ば
読
む
ほ
ど
、
実
体
が
つ
か
め
な
く
な
る
気
が
し
た
。
な
に
か
が

迸ほ
と
ば
しっ
て
い
る
こ
と
は
感
受
さ
れ
る
。「
才
能
」
と
い
う
根
拠
も
定

義
も
曖
昧
な
も
の
で
は
な
く
、「
気
迫
」
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
、

魂
の
底
か
ら
激
し
く
深
く
迸
る
な
に
か
が
。
だ
が
、
彼
が
な
に
を
喜

び
と
し
、
な
に
を
哀
し
み
と
し
て
生
活
し
て
い
た
の
か
、
個
人
的
な

体
臭
の
よ
う
な
も
の
は
、
小
説
か
ら
は
周
到
に
か
き
消
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
た
。

　
だ
が
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
短
歌
を
眺
め
て
い
た
私
は
、
あ
る
一
首
を
読

ん
で
怖
く
な
っ
た
。

　
我
は
も
や
石
と
な
ら
む
ず
石
と
な
り
て
冷
た
き
海
を
沈
み
行
か
ば
や

　「
喘ぜ

ん

息そ
く

に
苦
し
め
ら
れ
る
夜
々
」
に
詠
ん
だ
歌
だ
、
と
文
庫
の
解

題
に
あ
る
。
固
く
小
さ
な
石
に
な
っ
て
、
冷
た
い
海
に
沈
ん
で
い
き

た
い
。
そ
う
願
う
ほ
ど
の
苦
し
み
と
孤
独
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な

も
の
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
歌
を
詠
み
、
小
石
で
は
な
く
金
剛
石
の
輝

き
と
強
さ
を
宿
す
小
説
を
書
い
て
、
若
く
し
て
死
ん
で
い
っ
た
中
島

敦
は
、
は
た
し
て
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
彼
が
ぬ
く
も

り
を
知
ら
ず
、
そ
れ
こ
そ
李り

徴ち
ょ
う

の
よ
う
に
狷け

ん
介か

い
な
ま
ま
、
絶
望
の
う

ち
に
生
を
終
え
た
の
だ
と
し
た
ら
、「
生
き
る
」
こ
と
も
「
小
説
を
書

く
」
こ
と
も
、
ひ
と
に
残
酷
し
か
も
た
ら
さ
な
い
行
為
だ
と
思
っ
た
。

　
い
ま
に
な
っ
て
み
る
と
、
ま
っ
た
く
傲ご
う
慢ま

ん
な
考
え
だ
。
中
島
敦
が

幸
せ
だ
っ
た
か
否
か
を
云う
ん
々ぬ

ん
で
き
る
ほ
ど
、
私
自
身
、
真
に
幸
せ
を

知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
ま
こ
と
に
「
お
幸
せ
」
な

考
え
を
抱
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
と
に
か
く
、
高
校
生
の
私
は
、「
中
島
敦
に
は
不
幸
で

あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
。」
と
考
え
、
彼
の
生
涯
が
不
幸
で
あ
っ
た
と

い
う
証
左
に
ぶ
つ
か
り
た
く
な
い
一
心
で
、
全
集
に
収
め
ら
れ
た
小

説
以
外
（
書
簡
や
エ
ッ
セ
イ
的
な
も
の
）
は
読
ま
ず
に
お
く
こ
と
に

し
た
。

　
短
編
を
た
ま
に
読
み
返
す
ぐ
ら
い
で
十
年
弱
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、

『
中
島
敦
　
父
か
ら
子
へ
の
南
洋
だ
よ
り
』（
川か
わ
村む

ら
湊み

な
と

・
編
）
が
刊
行

さ
れ
た
。
購
入
し
、
い
い
き
っ
か
け
だ
と
思
っ
て
、
お
そ
る
お
そ
る

読
ん
で
み
た
。

　
中
島
敦
は
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

九
カ
月
ほ
ど
南
洋
群
島
へ
単
身
赴
任
し
て
い
る
。
当
時
、
日
本
の
植

51015
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単元の最後には、観点別評価
にもつながる「単元の学習を
振り返ろう」を配置。また、
作家による高校生に向けた読
書に関するメッセージを掲載
しています。

それぞれの教材に、読解の手引き「羅針盤」
が設定されています。内容理解を中心とし
た学習のあと、本教材に関連する探究的な
教材・課題が設定されています。

単元扉で、単元および各教
材のテーマ、中心となる学
習内容を明示しています。

単
元
構
成
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令和令和

叙
述
の
意
味
を
解
釈
す
る

表
現
の
意
味

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
読
み
直
す

　「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」（
新に
い
美み

南な
ん
吉き
ち
）
の
書
き
出
し
を
お
ぼ
え
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

　「
こ
れ
は
、
わ
た
し
が
小
さ
い
と
き
に
、
村
の
茂も

平へ
い

と
い
う
お
じ

い
さ
ん
か
ら
聞
い
た
お
話
で
す
。」

　
話
は
、「
昔
は
、
わ
た
し
た
ち
の
村
の
近
く
の
中な

か

山や
ま

と
い
う
所
に
、

小
さ
な
お
し
ろ
が
あ
っ
て
、
中
山
様
と
い
う
お
と
の
様
が
、
お
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
／
そ
の
中
山
か
ら
、
少
し
は
な
れ
た
山
の
中
に
、

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
と
い
う
き
つ
ね
が
い
ま
し
た
。」
と
つ
づ
く
。
ご
ん

の
い
た
ず
ら
を
つ
ぐ
な
う
気
も
ち
は
、
お
百
姓
の
兵ひ

ょ
う

十じ
ゅ
う

に
は
届
か
な

い
。
兵
十
が
ご
ん
を
理
解
す
る
の
は
、
火
縄
銃
で
ご
ん
を
撃
っ
て
し

ま
っ
た
あ
と
だ
っ
た
。

　「『
ご
ん
、
お
ま
い
だ
っ
た
の
か
。
い
つ
も
、
く
り
を
く
れ
た
の

は
。』
／
ご
ん
は
、
ぐ
っ
た
り
と
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
、
う
な
ず
き
ま

し
た
。
／
兵
十
は
、
火
な
わ
じ
ゅ
う
を
ば
た
り
と
取
り
落
と
し
ま
し

た
。
青
い
け
む
り
が
、
ま
だ
、
つ
つ
口
か
ら
細
く
出
て
い
ま
し
た
。」

　
し
か
し
、
も
う
一
度
、
書
き
出
し
に
も
ど
れ
ば
、
ご
ん
の
死
は
、

村
で
語
り
つ
が
れ
て
、
茂
平
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
の
口
か
ら
、
小
さ

い
と
き
の
「
わ
た
し
」
に
も
語
ら
れ
、
の
ち
に
、「
わ
た
し
」
が
文

字
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ご
ん
と
、
ご
ん
に
心
を
よ
せ
て

1

作
品
を
分
析
し
な
が
ら
読
む
こ
と
の
意
義
を
捉
え
る

　
　
　

  

作
家
の
「
語
り
」
や
「
言
語
」
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　

  

探
究

510
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源げ
ん

氏じ

物も
の

語が
た
り

―
北き

た

山や
ま

の
垣か

い

間ま

見み

紫む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

原
作
　角か

く

田た

光み
つ

代よ

訳

古
典
文
学
の
魅
力
と
向
き
合
う

文
学
の
想
像
力

　十
八
歳
の
春
、
光
源
氏
は
熱
病
に
か
か
り
、
治
療
の
た
め
、
北
山
に
す
む

聖ひ
じ
り

（
修
行
僧
）
の
も
と
を
訪
ね
て
加
持
祈き

禱と
う

を
受
け
た
。
そ
の
合
間
に
あ
た

り
を
散
策
す
る
う
ち
、
小こ

柴し
ば

垣が
き

を
巡
ら
し
、
庭
の
木
立
も
風
情
の
あ
る
僧
坊

に
童
女
や
女
房
た
ち
が
す
ん
で
い
る
の
に
興
味
を
も
っ
た
。
あ
る
日
の
夕
刻

の
こ
と
で
あ
る
。

　春
の
日
は
長
く
、
な
か
な
か
暮
れ
ず
、
す
る
こ
と
も
な
く
退
屈
な

光
君
は
、
夕
暮
れ
の
た
い
そ
う
霞か
す
ん
で
い
る
の
に
紛
れ
て
、
さ
っ
き

の
小
柴
垣
の
あ
た
り
に
出
か
け
て
み
た
。
惟こ

れ
光み
つ

の
ほ
か
は
お
供
の
者

た
ち
は
帰
し
て
し
ま
っ
て
、
惟
光
と
と
も
に
垣
の
内
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
す
ぐ
そ
こ
の
西
に
面
し
た
部
屋
に
持じ

仏ぶ
つ

を
据
え
て
お
勤
め
を

し
て
い
る
尼
が
い
た
。
簾す

だ
れ

を
少
し
巻
き
上
げ
て
花
を
供
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
中な
か

の
柱は
し
ら

に
身
を
寄
せ
て
座
り
、
脇き
ょ
う

息そ
く

を
机
が
わ
り
に

し
て
経き

ょ
う

巻か
ん

を
置
き
、
大
儀
そ
う
に
読
経
を
し
て
い
る
尼
は
、
ふ
つ
う

の
身
分
の
人
と
も
思
え
な
い
。
四
十
過
ぎ
く
ら
い
で
、
色
が
白
く
気

品
が
あ
り
、
ほ
っ
そ
り
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
頬
は
ふ
く
よ
か
で
、

目
元
の
あ
た
り
、
う
つ
く
し
く
切
り
揃そ

ろ
え
ら
れ
た
髪
も
、
長
い
髪
よ

り
か
え
っ
て
洒し

ゃ
れ落
た
感
じ
だ
と
光
君
は
感
心
し
て
眺
め
た
。
こ
ぎ
れ

い
な
二
人
の
女
房
と
、
女
の
子
が
、
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
遊
ん
で

い
る
。
そ
の
中
に
ひ
と
り
、
十
歳
く
ら
い
だ
ろ
う
か
、
白
い
下
着
に

1

2

3

4

5

6

700

1000
平安

1500

1700

1900

室町

江戸

明治

令和

奈良

鎌倉

平成
昭和
大正

物
語

古
典
文
学
が
長
く
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
わ
け
を
考
え
る

　
　
　
随
想
を
通
し
て
、
作
品
を
評
価
的
に
読
む

　
　
　

探
究

510

5

│ 272８　想像と創造
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丁
寧
な
「
書
く
」
活
動
手
順
・
事
例

● 「書く」活動は、「表現プラザ」のほか、
　第10～12単元に「小論文」課題を、段階的・体系的に設定しています。
　それぞれ、手順・事例をわかりやすく提示しています。

● 資料編には、随時参照できる「物語・小説読み解きツール」のほか、題材
関連や探究活動の際に参考にできるブックガイドを掲載しています。

物
語
・
小
説
の
叙
述
の
進
行
は
、
時
間
の
流
れ
、

で
き
ご
と
の
順
序
に
そ
う
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

作
品
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
し
か
け
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

物
語
・
小
説
は
語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
く
。

語
り
手
に
は
、
一
般
的
に
、
一
人
称
の
語
り
手

（
話
の
中
の
登
場
人
物
の
一
人
）
と
、
三
人
称
の

語
り
手
（
話
の
外
側
に
い
る
第
三
者
）
と
が
あ
る
。

物
語・小
説

読
み
解
き
ツ
ー
ル

構
成
・

展
開

語
り
手

作家作家

物
語
や
小
説
の
中
に
は
、
作
家
た
ち
の
い
わ
ば

「
技
」
と
い
え
る
も
の
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
技
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
の
鍵
が
、
読

み
解
き
ツ
ー
ル
だ
。

1
語
り
手

2
構
成
・
展
開

3
場
面
設
定

4
転
換
点

5
伏
線

6
キ
ー
ア
イ
テ
ム

7
人
物
造
形

8
役
割
語

9
人
物
相
関
図

10
感
情
表
現

11
象
徴
・
暗
示

12
背
景

話の中に登場する
「私」によって語り
が進められる。

僕は電車を降りた。

うつむいていた娘が立って
としよりに席をゆずった。

三日三晩
歩き続けた
少年は……

一家の主と
おかみさんの
目の色が変わる。

語り手

少年 娘主 としよりおかみさん

語り手

人物は語り手（＝「私」）
からみた呼び名で呼ば
れ、「私」の目を通した描
写や想像、解釈などが述
べられていく。

物語の外側にいる第三者「僕」

現在のできごと
（「僕」と「彼女」の会話）

「彼女」が二十歳の
ときのできごと

「オーナーはお店の
あるビルの六階に、
……。」と彼女は言う。

彼女は僕の顔を見る。

二十歳の誕生日、
彼女は普段と同じ
ようにウェイトレス
の仕事をした。

オーナーが食べるの
は常にチキンだった。

マネージャーがい
なくなってからも
いっこうに雨足は
……。

「しかしたったひと
つだから、よくよく考
えたほうがいいよ。」

特定の人物に寄り添って
（＝その人物に同化し、
その視点に立って）語る
ことがある。視点が移動
していくこともある。

僕

話の中に登場し
ない第三者に
よって語りが進め
られる。

例 夕焼け例 少年という名前のメカ

物
語
に
流
れ
る

二
つ
の
時
間

大
き
な
場
面
の
変
わ
り
め
を
手
が
か
り
と
し
て
、

全
体
の
構
成
と
展
開
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

時
間
的
順
序
の
逆
転

例 バースデイ・ガール

叙
述
の
展
開
順
序

一人称の語り手三人称の語り手

☝ポイント ☝ポイント

語り手 語り手

☝ポイント

1

2

│ 446資料編
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好
き
な
食
べ
物
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
な

ぜ
そ
れ
が
好
き
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
か

を
話
し
合
っ
て
発
表
す
る
。

1  

好
き
な
食
べ
物
を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
、
グ

ル
ー
プ
を
作
る
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
　
ハ
ン
バ
ー
グ
　
カ
ツ
丼
　

ラ
ー
メ
ン
　
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

バ
ナ
ナ
　
い
ち
ご
　
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
　

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

2  

グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
な
ぜ
そ
れ
が
好
き
か
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
か
を
話
し
合
い
、
そ

の
食
べ
物
の
魅
力
と
し
て
自
慢
で
き
る
と
こ

ろ
を
ま
と
め
る
。

3  

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
工
夫
を
考

え
、
各
グ
ル
ー
プ
２
分
で
、
ク
ラ
ス
全
体
に

向
け
て
発
表
し
合
う
。

私はこれが好き！

学びのウォーミング・アップ　

誘
惑
す
る
書
評  

表
現
プ
ラ
ザ

4
交
流
を
通
し
て
文
章
を
整
え
る

sam0055_SBK057.indd   253 2021/04/13   15:44:02

ANOTHER ONE BOOK

探
究
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
○�

テ
ー
マ
別
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
三
冊
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○�

大
学
や
社
会
生
活
へ
向
け
た
生
涯
学
習
の
視
点
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

BASIC BOOKNEXT BOOK

日
本
・
中
国
の
古
典
を
も
と
に
、
欲
望
と

執
念
が
渦
巻
き
愛
情
と
怨
念
が
交
錯
す
る

怪
異
短
編
小
説
九
編
を
、
奔
放
な
想
像
力

と
流
麗
な
文
体
で
現
代
語
に
訳
し
た
。

『
新
釈
雨
月
物
語
　

新
釈
春
雨
物
語
』

石い
し

川か
わ

淳じ
ゅ
ん

訳

古
代
よ
り
病
死
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
、

近
世
で
は
幽
霊
や
妖
怪
の
派
生
と
し
て
、

時
に
恐
れ
ら
れ
時
に
親
し
ま
れ
て
き
た

「
も
の
の
け
」
の
系
譜
を
た
ど
り
な
が
ら
、

日
本
人
の
死
生
観
・
霊
魂
観
に
迫
る
。

『
も
の
の
け
の
日
本
史
』

小こ

山や
ま

聡さ
と

子こ

江
戸
時
代
に
大
坂
で
実
際
に
起
き
た
醤し

ょ
う

油ゆ

屋
の
徳
兵
衛
と
、
遊
女
・
初
の
心
中
事
件

を
も
と
に
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
小
説
化
。

運
命
の
恋
に
出
会
う
女
の
高
揚
、
苦
悩
を

細
や
か
な
心
理
描
写
で
描
く
。

『
曾そ

根ね

崎ざ
き

心
中
』

角か
く

田た

光み
つ

代よ

日
本
三
大
随
筆
の
一
つ
を
現
代
語
訳
し
た

作
品
。
引
揚
者
と
し
て
激
動
の
戦
中
戦
後

を
生
き
た
著
者
が
、
人
間
の
幸
福
と
老
い

の
境
地
を
描
く
。

『
私
の
方ほ
う

丈じ
ょ
う

記き

』三み

木き

卓た
く

中
国
の
詩
人
陶
淵
明
の
伝
奇
小
説
を
も
と

に
詩
の
形
で
現
代
語
訳
し
た
「
古
譚
」
他

を
収
録
。
現
代
社
会
へ
の
疑
問
を
投
げ
か

け
る
作
品
集
。

『
茨
木
の
り
子
集 

言こ
と

の
葉は 

2
』茨い

ば
ら

木ぎ

の
り
子

生
き
も
の
と
本
が
大
好
き
な
生
命
科
学
者

が
、
児
童
文
学
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
の
生
き

方
を
と
お
し
て
見
え
て
く
る
世
界
と
そ
の

可
能
性
に
つ
い
て
語
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

『「
ふ
つ
う
の
お
ん
な

の
子
」
の
ち
か
ら
』

 

中な
か

村む
ら

桂け
い

子こ

『
方
丈
記
』
研
究
第
一
人
者
に
よ
る
新
校

訂
原
文
と
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
、
理

解
を
深
め
る
解
説
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い

る
。
混
迷
す
る
時
代
に
生
き
る
現
代
人
ゆ

え
に
共
鳴
で
き
る
作
品
と
し
て
紹
介
。

『
方
丈
記
』

鴨
長
明

浅あ
さ

見み

和か
ず

彦ひ
こ

校
訂
・
訳

医
師
の
リ
ウ
ー
は
鼠
の
死
体
を
発
見
す
る
。

ペ
ス
ト
の
発
生
で
あ
る
。
孤
立
状
態
の
な

か
で
「
不
条
理
」
と
直
面
し
た
時
に
示
さ

れ
る
人
間
の
諸
相
や
、
ナ
チ
ス
闘
争
で
の

体
験
を
寓
意
的
に
描
き
こ
ん
だ
長
編
。

『
ペ
ス
ト
』

カ
ミ
ュ

こ
の
展
開
は
、
い
っ
た
い
何
⁉
『
捜
神
記
』

『
唐
代
伝
奇
』
…
…
六
朝
時
代
か
ら
清
代
ま

で
、
中
国
に
綿
々
と
受
け
継
が
れ
た
変
幻

自
在
な
奇
想
・
幻
想
小
説
26
編
を
精
選
、

熟
練
の
新
訳
で
よ
み
が
え
る
。

『
中
国
奇
想
小
説
集
　

古
今
異
界
万
華
鏡
』

井い

波な
み

律り
つ

子こ

中
国
の
民
主
化
に
傾
倒
す
る
若
者
を
中
心

と
し
て
、
激
動
の
時
代
と
そ
の
後
を
描
き
、

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
作
家
と
し
て
初

め
て
芥
川
賞
を
受
賞
。
日
本
と
中
国
を
舞

台
に
、
人
の
生
き
ざ
ま
を
問
う
。

『
時
が
滲に
じ

む
朝
』楊ヤ

ン

逸イ
ー

古
典
文
学
に
潜
む
普
遍
性
―
―
恋
、
ユ
ー

モ
ア
、
悩
み
、
人
々
の
感
情
の
行
方
―
―
。

無
類
の
お
も
し
ろ
さ
と
意
外
性
に
富
む
11

編
が
、
み
ず
み
ず
し
い
訳
文
で
蘇
る
。
訳

者
の
エ
ッ
セ
イ
も
各
編
に
収
録
。

『
虫
め
づ
る
姫
君 

堤

中
納
言
物
語
』

蜂は
ち

飼か
い

耳み
み

訳

小
説
の
な
か
に
働
く
力
学
と
、
20
世
紀
後

半
に
確
立
し
た
複
雑
系
の
科
学
。
芥
川
龍

之
介
、
谷
崎
潤
一
郎
、
村
上
春
樹
と
い
っ

た
作
家
た
ち
の
文
学
と
科
学
と
を
つ
な
ぐ
、

物
語
生
成
の
法
則
を
考
察
す
る
。

『
文
学
の
な
か
の
科
学
』

千ち

葉ば

俊し
ゅ
ん

二じ

10
単
元

│ 456資料編
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1

自
分
が
感
じ
る
作
品
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
突
き
つ
め

よ
う

1  

あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
に
興
味
・
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
工
夫
を
す
る
。

2  

感
想
を
述
べ
た
だ
け
で
は
、
人
の
気
持
ち
を
動
か
す
こ
と
は

む
ず
か
し
い
。

3  

自
分
が
感
じ
て
い
る
、
そ
の
作
品
の
よ
さ
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

2

　「な
ぜ
」
を
重
視
し
よ
う

1  

単
に
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
」
だ
け
で
な

く
、
思
い
の
伝
わ
る
言
葉
を
用
い
る
。

2  「
自
分
が
そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
」
を
掘

り
下
げ
る
。

3

　常
に
読
み
手
が
誰
か
を
意
識
し
よ
う

1  

書
評
の
読
み
手
が
、
不
特
定
多
数
の
人
々
な
の
か
、
自
分
と

同
じ
高
校
生
な
の
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
人
な
の
か
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

4

　自
分
自
身
の
体
験
や
行
動
に
結
び
つ
け
よ
う

1  

作
品
を
読
ん
で
い
て
思
い
起
こ
し
た
過
去
の
体
験
や
、
作
品

を
読
ん
で
行
動
し
た
こ
と
な
ど
、「
自
分
に
と
っ
て
の
こ
の
作

品
の
意
味
」
を
考
え
る
。

5

「
伝
え
る
内
容
は
自
己
中
心
的
に
、
伝
え
る
言
葉
は
共
有
的
に
」

を
心
が
け
よ
う

1  

客
観
性
が
重
視
さ
れ
る
研
究
レ
ポ
ー
ト
で
は
な
い
の
で
、「
何

を
述
べ
る
か
」
は
個
性
的
・
自
己
中
心
的
で
か
ま
わ
な
い
。

2  「
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
表
現
で
伝
え
る
か
」
は
、
読
み
手
の
気

持
ち
に
自
然
に
落
ち
て
い
く
よ
う
な
、
わ
か
り
や
す
く
共
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

6

　書
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

1  

書
評
の
読
み
手
に
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
こ
か
書
き
残
し
た
よ

う
な
部
分
が
あ
る
と
よ
い
。

書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
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１�

読
書
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
教
科
書
よ
り
、
作
（
筆
）
者
と
作
品
を
編
集

委
員
会
が
選
択
し
た
。（
作
者
・
作
品
名
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

２
書
名
の
み
の
紹
介
で
あ
っ
て
も
、
読
書
生
活
に
つ
な
が
る
も
の
は
取
り
上
げ
て
い
る
。

３
ま
と
ま
っ
た
読
書
案
内
の
ペ
ー
ジ
（

P387
・

P408
・

P452
・

P456
）
は
索
引
か
ら
除
い
た
。

読
書
生
活
を
広
げ
る
た
め
の

　
　
　主
な
作（
筆
）者
＋
作
品
名
索
引

青
山
七
恵 

36

予
感
　

32
・
183

踊
る
星
座
　

36

ひ
と
り
日
和
　

36

作
家
の
読
書
道
　

37

阿
川
佐
和
子�

63

拾
い
主
か
ら
の
電
話
　

63

秋
山
虔�

250

平
安
文
学
の
論
　
250

源
氏
物
語
の
女
性
た
ち
　
250

古
典
を
ど
う
読
む
か
　
250

芥
川
龍
之
介�

180

羅
生
門
　
180

芦
沢
央�

63

水
谷
く
ん
に
解
け
な
い
謎
　

63

安
部
公
房�

299

鞄
　
296

砂
の
女
　
299

燃
え
つ
き
た
地
図
　
299

あ
ま
ん
き
み
こ�

181

白
い
ぼ
う
し
　
181

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク�

440

ア
ン
ネ
の
日
記
　
440

池
上
冬
樹�

328

池
田
理
代
子�

310

マ
ン
ガ
古
典
文
学

竹
取
物
語
　

310ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
　
310

第
一
歌
集 

寂
し
き
骨
　
310

石
川
淳�

347

雨
月
物
語
（
訳
）　
340

普
賢
　
347

石
川
不
二
子�

55

い
つ
く
し
き
…
…
　

55

石
田
衣
良�

433

旅
す
る
本
　
428
・
433

池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
　

433
和
泉
式
部�

220

も
の
思
へ
ば
…
…
　
220

い
せ
ひ
で
こ�

4

ル
リ
ユ
ー
ル
お
じ
さ
ん
　

4

七
つ
め
の
絵
の
具
　

4

い
と
う
せ
い
こ
う�

177

漱
石
漫
談
　
177

絲
山
秋
子�

54

雉
始
雊
　

40
・
183

沖
で
待
つ
　

54

イ
ッ
ツ
・
オ
ン
リ
ー
・
ト
ー
ク
　

54薄
情
　

54

井
上
士
朗�

221

た
う
た
う
と
…
…
　
221

茨
木
の
り
子�

357

古
潭
　
354

倚
り
か
か
ら
ず
　
357

井
伏
鱒
二�

421

山
椒
魚
　
414

黒
い
雨
　
421

厄
除
け
詩
集
　
421

イ
ム
レ
・
ケ
ル
テ
ー
ス�

407

運
命
で
は
な
く
　
407

上
田
秋
成�

347

雨
月
物
語
　
347

春
雨
物
語
　
347

内
田
魯
庵�

209

罪
と
罰
（
訳
）　
207

于
武
陵�

421

勧
酒
　
421

江
國
香
織�

92

デ
ュ
ー
ク
　

86
・
183

号
泣
す
る
準
備
は
で
き
て
い
た
　

92き
ら
き
ら
ひ
か
る
　

92

草
之
丞
の
話
　

92

大
岡
信�

214

子
規
の
俳
句
　
211

大
木
康�

237

現
代
語
訳

史
記
　
237

「
史
記
」
と
「
漢
書
」　
237

明
末
の
は
ぐ
れ
知
識
人
　
237

山
の
郵
便
配
達
（
訳
）　
252

大
島
弓
子�

330

綿
の
国
星
　
330

大
滝
和
子�

293

サ
ン
ダ
ル
の
…
…
　
293

大
原
穣
子�

329

方
言
と
ド
ラ
マ
と
私
　
329

尾
形
勇�

232

中
華
文
明
の
誕
生
　
232

中
国
史
　
232

日
本
に
と
っ
て
中
国
と
は
何
か
　

232
小
川
洋
子�

257

心
と
響
き
合
う
読
書
案
内
　
257

博
士
の
愛
し
た
数
式
　
257

奥
泉
光�

177

夏
目
漱
石
、
読
ん
じ
ゃ
え
ば
？
　

175石
の
来
歴
　
177

漱
石
漫
談
　
177

東
京
自
叙
伝
　
177

雪
の
階
　
190

尾
崎
紅
葉�

209

金
色
夜
叉
　
208

長
田
弘�

4

最
初
の
質
問
　

1

世
界
は
一
冊
の
本
　

4

読
書
か
ら
は
じ
ま
る
　

4

小
野
正
嗣�

440

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

文
学
　

440九
年
前
の
祈
り
　
444

あ
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「
こ
の
話
は
、
読
ん
で
し
ま
っ
て
知
っ
て
い
る
。
だ
け
ど
、
も
う
一
度
読
み
た
い
」
と
な
る
。

　
読
ん
で
い
る
と
き
に
し
か
味
わ
え
な
い
、
あ
の
独
特
の
感
じ
。
そ
れ
を
ま
た
体
験
し
た
く
て
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
私
が
、
一
葉
の
美
し
い
文
体
を
実
感
し
た
の
は
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
目
で
読
む
一
葉
で
は
な
く
、

耳
で
聞
く
一
葉
だ
っ
た
。

　
知
人
に
誘
わ
れ
て
、
幸こ
う

田だ

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
の
朗
読
の
会
に
出
か
け
た
。
だ
し
も
の
は
『
に
ご
り
え
』。

「
お
い
、
木
村
さ
ん
、
信し
ん

さ
ん
、
寄
っ
て
お
出い

で
よ
。
お
寄
り
と
い
っ
た
ら
寄
っ
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。
ま
た
素
通
り
で
二ふ

た
葉ば

屋

へ
行
く
気
だ
ろ
う
、
…
…
」

　
び
っ
く
り
し
た
。
目
で
文
字
を
追
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
あ
ん
な
に
苦
労
し
た
は
ず
な
の
に
。
耳
か
ら
聞
く
一
葉
作
品
は
、
ほ

ん
と
う
に
生
き
生
き
し
て
い
て
、
す
ー
っ
と
心
に
入
っ
て
く
る
。
情
景
が
、
ぱ
あ
っ
と
広
が
る
。
な
ん
に
も
、
む
ず
か
し
く
な
い
。

一
葉
の
文
章
は
、
す
べ
て
が
語
り
の
言
葉
な
ん
だ
、
と
思
っ
た
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
度
『
に
ご
り
え
』
を
読
ん
だ
。
筋
を
追
う
の
で
は
な
く
、
一
葉
の
語
り
に
耳
を
か
た
む
け
る
、
と
い
う
つ
も

り
で
。
場
面
場
面
を
活
写
す
る
言
葉
の
響
き
や
流
れ
の
美
し
さ
に
、
身
を
ゆ
だ
ね
る
。
そ
れ
は
、
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
こ
と

だ
っ
た
。
以
前
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
一
葉
の
言
葉
が
深
く
心
に
し
み
て
き
た
。

　
以
来
私
は
、
一
葉
作
品
を
友
人
に
す
す
め
る
と
き
は
、
最
後
に
こ
う
つ
け
加
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
一
度
読
ん
で
ぴ
ん
と
こ
な
く
て
も
、
そ
れ
で
投
げ
だ
さ
な
い
で
ね
。
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
て
、
二
回
読
ん
で
み
て
。
き
っ
と
、

よ
さ
が
わ
か
る
か
ら
」 

◆ 

出
典
　『
た
け
く
ら
べ
』「
解
説
」
一
九
九
三
年

 

俵
万
智
　
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
～
。
歌
人
。
大
阪
府
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』『
未
来
の
サ
イ
ズ
』
な
ど
が
あ
る
。
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大
和
こ
と
ば
の
柔
ら
か
さ　
　
　

俵た
わ
ら

万ま

智ち

　
本
屋
さ
ん
の
棚
を
な
ん
と
な
く
眺
め
て
い
た
。
ひ
ら
が
な
ば
か
り
の
優
し
い
タ
イ
ト
ル
が
目
に
止
ま
っ
た
。
初
め
て
樋ひ

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う

の
作
品
に
接
し
た
の
は
、
高
校
生
の
時
の
こ
と
。
文
庫
本
で
『
た
け
く
ら
べ
』
と
『
に
ご
り
え
』
を
読
ん
だ
。

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
だ
す
と
、
タ
イ
ト
ル
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
「
む
ず
か
し
い
な
あ
」
と
い
う
の
が
第
一
印
象
だ
っ
た
。
文
語

か
ら
意
味
を
読
み
と
る
の
が
精
一
杯
で
、
な
ん
と
か
筋
の
見
当
を
つ
け
な
が
ら
読
み
進
め
る
。

「
つ
ま
り
、
正し
ょ
う

太た

は
美み

登ど

利り

が
好
き
で
、
美
登
利
は
信し

ん
如に

ょ
に
ひ
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、
信
如
も
何
だ
か
美
登
利
を
思
っ
て
い
て
、

あ
れ
、
だ
け
ど
ケ
ン
カ
で
は
対
立
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
よ
ね
。
ん
？
　
こ
の
長ち
ょ
う

吉き
ち

っ
て
い
う
の
が
つ
ま
り
そ
の
…
…
」

　
今
思
い
返
す
と
、
樋
口
一
葉
を
読
む
に
あ
た
っ
て
は
、
も
っ
と
も
つ
ま
ら
な
い
読
み
か
た
だ
っ
た
な
あ
と
思
う
。
ハ
ラ
ハ
ラ
ど

き
ど
き
し
な
が
ら
、「
筋
」
が
お
も
し
ろ
く
て
読
む
と
い
う
タ
イ
プ
の
小
説
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　
も
ち
ろ
ん
、
筋
が
つ
ま
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
筋
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
文
体
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
樋

口
一
葉
の
魅
力
な
の
だ
と
思
う
。
ヒ
ロ
イ
ン
が
ど
ん
な
人
生
を
た
ど
っ
た
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
ど
ん
な
舞
台
で

ど
ん
な
風
情
で
ど
ん
な
ふ
う
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
た
か
、
そ
れ
が
ど
ん
な
言
葉
で
描
か
れ
て
い
る
か
、
が
一
葉
作
品
の
味
わ

い
ど
こ
ろ
な
の
だ
。

　
だ
か
ら
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
、
読
み
た
く
な
る
。
筋
の
お
も
し
ろ
さ
な
ら
ば
、
一
度
読
め
ば
す
ん
で
し
ま
う
は
ず
。

　
一
葉
の
場
合
、

「
こ
の
話
は
、
読
ん
で
し
ま
っ
て
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
も
う
、
読
ま
な
い
」
で
は
な
く
、

 

小
さ
な
図
書
館  

454
ペ
ー
ジ
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夜
の
ピ
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多部未華子（主演女優）インタビュー
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コラム

　　YO
A
SO
BI

の
「
夜
に
駆
け
る
」
と
い
う
曲
の
歌
詞
は
、
星ほ
し

野の

舞ま

夜よ

の
小
説
「
タ
ナ
ト
ス
の
誘
惑
」
を
原
作
と
し
て
い
る
。
小
説
を

読
ん
で
そ
こ
か
ら
想
像
を
広
げ
、
言
葉
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
と
い
う

冒
険
に
は
、
果
て
し
な
い
奥
深
さ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
漫
画
、
椎し
い
名な

軽か
る
穂ほ

の
「
君
に
届
け
」
は
、

ア
ニ
メ
と
し
て
も
、
ま
た
、
実
写
版
と
し
て
も
映
画
化
さ
れ
た
。
登

場
人
物
の
台せ
り
ふ詞
や
内
面
の
言
葉
、
表
情
な
ど
か
ら
、
も
ど
か
し
い
恋

と
謙
虚
な
気
持
ち
、
そ
し
て
熱
い
友
情
な
ど
、
私
た
ち
が
自
然
に
共

感
で
き
る
心
情
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し
た
描
き
方
で
伝
え
て
く

れ
て
い
る
。

　吾ご

峠と
う
げ

呼こ

世よ

晴は
る

の
漫
画
「
鬼
滅
の
刃や
い
ば

」
も
、
原
作
か
ら
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
、
劇
場
版
ア
ニ
メ
が
制
作
さ
れ
た
人
気
作
品
で
あ
る
。
そ
の
陰
に

は
、
現
代
の
人
の
心
に
届
く
よ
う
な
台
詞
の
深
み
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
術
の
巧
み
さ
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
登
場
人

物
の
服
装
に
入
っ
て
い
る
伝
統
的
な
着
物
の
和
柄
を
用
い
た
商
品
か

ら
も
、
多
大
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

大
ヒ
ッ
ト
の
根
底
に
は
、
登
場
人
物
の
個
性
の
多
様
さ
を
よ
り
鮮
明

に
し
て
い
る
台
詞
の
力
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　小
説
だ
け
で
な
く
、
漫
画
も
ア
ニ
メ
も
実
写
版
映
画
も
歌
詞
も
、

言
葉
が
命
で
あ
る
。
作
品
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
表
現
者
の
言
葉
を
受

け
と
め
、
享
受
者
と
し
て
の
感
性
を
磨
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
言
語
生
活
は
よ
り
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

▼  

小
説
や
映
画
、
音
楽
な
ど
の
中
か
ら
、
心
に
響
き
、
記
憶
に

残
る
言
葉
や
台
詞
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

表

現

者

の

言

葉

、

享

受

者

の

感

性

51015

5

左
吾峠呼世晴『鬼滅の刃』
右上
星野舞夜ほか『夜に駆ける　YOASOBI小説集』
右下
椎名軽穂『君に届け』
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意
見
・
主
張
型
小
論
文
を
書
く

課
　
題
　
例

意
見
・
主
張
型
小
論
文
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

意
見
・
主
張
型
小
論
文
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
い

語
句
・
表
現

1�

「
日
本
の
高
校
で
も
も
っ
と
世
界
の
文
学
に
目
を
向
け
た
授
業
を
す
る

べ
き
で
あ
る
」
─
賛
成
か
、
反
対
か
。

2�

「
欧
米
文
学
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
な
ど
の
他
の
国
や
地
域
の
文
学
に

も
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
だ
」
─
賛
成
か
、
反
対
か
。

3�

「
翻
訳
さ
れ
た
作
品
で
は
な
く
、
原
作
（
原
書
）
を
読
む
べ
き
だ
」
─

賛
成
か
、
反
対
か
。

▢ 

あ
る
提
題
に
対
し
て
賛
成
か
、
反
対
か
、
具
体
的
な
根
拠

を
あ
げ
て
自
分
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
る
。

▢ 

具
体
的
な
根
拠
と
し
て
、
自
分
の
体
験
や
見
聞
、
信
頼

で
き
る
実
験
や
統
計
の
デ
ー
タ
、
法
律
や
行
政
に
関
す

る
文
書
な
ど
が
あ
る
。

▢ 

物
事
に
は
必
ず
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
マ
イ

ナ
ス
要
素
も
意
識
し
て
、
反
論
や
対
応
策
を
考
え
て
お
く
。

主
張
　
～
で
あ
る
と
考
え
る
　
～
に
賛
成
（
反
対
）
で
あ
る

　
　
　
～
す
べ
き
で
は
な
い
か
　
～
が
妥
当
で
あ
る
　

論
拠
　
…
…
の
根
拠
を
述
べ
る
　
理
由
は
次
の
○
点
で
あ
る

　
　
　
第
一
の
理
由
は
　
理
由
の
二
点
目
は

補
足
　
た
だ
し
　
そ
う
は
い
っ
て
も
　

　
　
　
～
と
考
え
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

「
翻
訳
文
学
」
を
対
象
と
し
て
、
根
拠
を
明
示
し
な
が
ら
提
起
さ
れ
た
問
題
に

対
す
る
自
分
の
意
見
や
主
張
を
述
べ
る
。

  

文
章
に
ま
と
め
る
方
法 

410
ペ
ー
ジ

 

探
究
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド 

457
・
459
ペ
ー
ジ
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文
章
に
ま
と
め
る
方
法

課
題
に
対
す
る
論
点
を
で
き
る
だ
け
多
く
あ
げ
よ
う

課
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
論
点
に
分
解
で
き
る
。
多
く
の
論
点
を
あ
げ
、

自
分
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
論
点
を
二
～
三
点
に
し
ぼ
る
。

課
題
例
1
の
場
合

ー
「
日
本
の
高
校
で
も
も
っ
と
世
界
の
文
学
に
目
を
向
け
た
授
業
を
す
る
べ
き
で
あ
る
」
─
賛
成
か
、
反
対
か
。 

1

日
本
の
高
校
で
も
も
っ
と
世
界
の

文
学
に
目
を
向
け
る
授
業
を
す
る

べ
き
で
あ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化

国
際
理
解

日
本
文
学
に
つ
い
て

授
業
時
数

文
学
の
優
先
度

他
の
学
校

こ
れ
ま
で
の
授
業
で
読
ん
で
き
た
翻
訳

作
品
な
ど
、
具
体
的
な
作
品
を
振
り

返
っ
て
賛
否
を
考
え
る
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
国
際
感
覚
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

日
本
文
学
に
は
優
れ
た

作
品
が
多
い
。
そ
れ
を

第
一
に
考
え
た
い
。

魅
力
あ
る
作
品

…
… ……

……

…
…

│ 410文学の普遍性②
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編
集
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の
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国
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41 40

 

五
五
、
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

❶
指
導
資
料
﹇
Ｂ
５
判
・
四
分
冊
﹈

　

◦ 

教
材
ご
と
に
丁
寧
な
解
説
を
加
え
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
授
業
展
開
例
や
、

指
導
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

◦
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
付
属
し
ま
す
。

❷
教
師
用
教
科
書
﹇
Ａ
５
判
﹈

　

◦
教
科
書
と
同
じ
体
裁
の
本
に
注
釈
を
付
記
。
授
業
準
備
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

　

◦
指
導
書
セ
ッ
ト
内
に
一
冊
同
梱
。
分
売
可
。

❸
指
導
用
デ
ー
タ
内
容
紹
介
﹇
Ｂ
５
判
﹈

　

◦ 

付
属
の
「
指
導
用
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
お
よ
び
採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ

と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
ご
提
供
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
指
導
用
デ
ー
タ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

❹
指
導
用
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
﹇
１
枚
﹈

　

◦ 

教
科
書
原
文
テ
キ
ス
ト
（
Ｗｏ
ｒ
ｄ
・
一
太
郎
）、
教
科
書
紙
面
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

を
収
録
。

❺
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ

　

◦�

採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」 ▼

p.61 

か
ら
、

下
記
の
指
導
用
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
基
本
テ
ス
ト 

 
 

…
漢
字
や
語
句
を
確
認
す
る
小
テ
ス
ト
。

◦
テ
ス
ト
問
題 

 

　
　
　

…
教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
解
答
用
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

◦
構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト 

 
 

…
穴
埋
め
し
な
が
ら
本
文
の
構
成
や
内
容
を
理
解
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
。

◦
本
文
語
句
シ
ー
ト 

 

　

… 

本
文
の
重
要
語
句
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
た
り
、
短
文
を
作
っ
た
り
し
な
が

ら
定
着
さ
せ
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
。

◦
本
文
漢
字
シ
ー
ト 

 
 

…
本
文
の
重
要
漢
字
を
練
習
し
て
身
に
つ
け
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
。﹇「
新
」の
み
﹈

◦
学
習
課
題
ノ
ー
ト
デ
ー
タ 

 
 

…
別
売
の
「
学
習
課
題
ノ
ー
ト
」 ▼

p.41  

の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
。

◦
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
課
題 

 
 　

　

…
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す
る
た
め
の
記
述
式
課
題
。

◦
提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト 

 

…
本
文
の
構
成
や
内
容
を
図
解
し
て
提
示
す
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
。

◦
提
示
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

… 「
こ
と
ま
な
ビ
ュ
ー
ア
」
や
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
、
拡
大
や
書
き
込
み
を
行
い
な
が
ら
提
示
で
き
る
教
科
書
紙

面
デ
ー
タ
。

◦
朗
読
音
声
…
俳
優
に
よ
る
「
山
月
記
」
の
朗
読
音
声
。

◦
付
属
教
材
集 

 
 

…
教
科
書
教
材
と
は
別
に
、
授
業
や
テ
ス
ト
に
活
用
で
き
る
教
材
集
。
テ
ス
ト
問
題
付
き
。

◦
指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版 

　
　

… 

指
導
書
内
の
指
導
資
料
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
運
ん
だ
り
、
必
要
な
情
報
を
検
索
し

た
り
で
き
ま
す
。

◦
こ
と
ま
な
辞
書
『
新
明
解
国
語
辞
典 

第
八
版
』『
全
訳
読
解
古
語
辞
典 

第
五
版
』『
全
訳
漢
辞
海 

第
四
版
』

…
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
そ
れ
ぞ
れ
五
台
ま
で
使
え
る
ラ
イ
セ
ン
ス
が
付
属
し
ま
す
。 

▼
p.64

◦
評
価
支
援
ツ
ー
ル 

…
観
点
別
評
価
の
記
録
、
評
定
へ
の
換
算
が
で
き
る
ツ
ー
ル
。 

▼
p.60 

「
指
導
と
評
価
」を
支
え
る 

指
導
書・教
材

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
一
覧

授
業
準
備
お
よ
び
実
際
の
授
業
に
必
要
な

資
料
・
デ
ー
タ
類
が
全
て
そ
ろ
う
セ
ッ
ト
！

指
導
書

●『精選 論理国語』学習者用デジタル教科書
●『新 論理国語』学習者用デジタル教科書 p.63

…
Ｗｏ
ｒ
ｄ   

…
一
太
郎  

…
Ｐ
Ｄ
Ｆ  

…
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

＊
ア
イ
コ
ン
が
な
い
も
の
は
、
そ
の
他
の
形
式
の
デ
ー
タ
で
す
。

生
徒
用
教
材

13

第
一
部

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う

次
の
空
欄
に
本
文
中
の
言
葉
を
入
れ
、
全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う
。

李り

徴ち
ょ
う

と
袁え

ん
傪さ

ん
の
再
会

︵
初
め
～
25
・
7
︶

李
徴
は
博
学
才さ

い

穎え
い

の
官
吏
だ
っ
た
が
︑
詩
人
を
志
し
て
官

を
退
く
。
し
か
し
︑
文
名
は
揚
が
ら
ず
︑
生
活
苦
の
た
め

再
び
官
吏
に
戻
る
。
鬱う

つ

々う
つ

と
し
た
日
々
を
過
ご
す
う
ち
︑

突
然
①�

し
︑
行
方
不
明
に
な
る
。
翌
年
︑

旧
友
だ
っ
た
袁
傪
は
偶
然
に
も
李
徴
と
再
会
し
た
。

李
徴
の
告
白

︵
25
・
8
～
31
・
15
︶

李
徴
は
袁
傪
に
︑
己
が
虎
の
身
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
語

り
︑
や
が
て
は
人
間
だ
っ
た
時
の
②�

を
も

失
う
こ
と
へ
の
哀か

な

し
み
を
訴
え
る
。
李
徴
は
︑
自
作
の
詩

の
伝
録
を
袁
傪
に
依
頼
す
る
。
袁
傪
は
そ
の
詩
に

③�

し
な
が
ら
も
︑
第
一
流
の
作
品
と
し
て

は
何
か
欠
け
る
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
。
自
分
が
虎
に�

変
身
し
た
理
由
を
︑﹁
④�

﹂

と
﹁
尊
大
な
羞
恥
心
﹂
と
い
う
己
の
⑤�

に

あ
る
と
李
徴
は
言
っ
た
。

李
徴
と
袁
傪
の
別
れ

︵
31
・
16
～
終
わ
り
︶

李
徴
は
︑
妻
子
の
今
後
を
袁
傪
に
頼
み
︑
己
の
乏
し
い
詩

の
ほ
う
を
優
先
す
る
よ
う
な
男
だ
か
ら
虎
に
な
る
の
だ
と

⑥�

す
る
。
最
後
に
李
徴
は
︑
袁
傪
一
行
に

虎
に
な
っ
た
己
の
姿
を
現
し
︑
叢
く
さ
む
ら

へ
と
躍
り
入
っ
た
。

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

1
　
虎
に
な
る
前
の
李
徴
の
人
物
像
に
合
う
も
の
は
Ａ
、
袁
傪
の
人
物
像
に
合
う

も
の
は
Ｂ
、
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
Ｃ
と
答
え
な
さ
い
。

ア
　
人
当
た
り
が
よ
く
︑
礼
儀
正
し
い
。

イ
　
容
易
に
意
志
を
曲
げ
︑
妥
協
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ウ
　
何
事
に
対
し
て
も
︑
深
く
考
え
ず
素
直
に
受
け
入
れ
る
。

エ
　
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
︑
協
調
性
に
欠
け
る
。

オ
　
頭
の
回
転
が
よ
く
︑
言
葉
で
人
を
ね
じ
伏
せ
る
。

カ
　
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
柔
軟
さ
を
も
っ
て
い
る
。

ア

　
イ

　
ウ

　
エ

　
オ

　
カ

2
　「
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ
た
」︵
24
・
8
︶
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
李
徴

の
心
情
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア
　
思
い
も
か
け
ず
旧
友
に
出
会
え
た
こ
と
に
喜
び
と
驚
き
を
感
じ
︑
旧
友
を

傷
つ
け
ず
に
済
ん
だ
こ
と
に
安あ

ん

堵ど

し
て
い
る
。

イ
　
旧
友
を
襲
お
う
と
し
た
自
分
の
所
業
に
恐
怖
と
哀
し
み
を
感
じ
た
が
︑
虎

と
し
て
の
食
の
本
能
に
も
逆
ら
え
ず
︑
葛
藤
し
て
い
る
。

ウ
　
か
つ
て
の
親
友
と
話
が
し
た
い
思
い
が
こ
み
上
げ
て
く
る
が
︑
今
の
自
分

の
醜
い
姿
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
抵
抗
も
感
じ
て
い
る
。

エ
　
旧
友
に
出
会
い
︑
虎
の
正
体
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
て
動
揺
し
︑

ど
う
返
答
し
た
ら
よ
い
も
の
か
混
乱
し
て
い
る
。

3
　「
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。」︵
26
・
14
︶
に
つ
い
て
、
李
徴
が
恐
れ
て
い

る
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
虎
と
し
て
の
残
虐
な
行
為
や
習
性
に
心
地
よ
く
酔
い
し
れ
て
い
る
自
分
に

気
づ
い
た
か
ら
。

二◇　
小
説
︵
一
︶　
山
月
記

12

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う

次
の
空
欄
に
本
文
中
の
言
葉
を
入
れ
、
全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う
。

李り

徴ち
ょ
う

と
袁え

ん
傪さ

ん
の
再
会

︵
初
め
～
25
・
7
︶

李
徴
は
博
学
才さ

い

穎え
い

の
官
吏
だ
っ
た
が
︑
詩
人
を
志
し
て
官

を
退
く
。
し
か
し
︑
文
名
は
揚
が
ら
ず
︑
生
活
苦
の
た
め

再
び
官
吏
に
戻
る
。
鬱う
つ

々う
つ

と
し
た
日
々
を
過
ご
す
う
ち
︑

突
然
①�

し
︑
行
方
不
明
に
な
る
。
翌
年
︑

旧
友
だ
っ
た
袁
傪
は
偶
然
に
も
李
徴
と
再
会
し
た
。

李
徴
の
告
白

︵
25
・
8
～
31
・
15
︶

李
徴
は
袁
傪
に
︑
己
が
虎
の
身
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
語

り
︑
や
が
て
は
人
間
だ
っ
た
時
の
②�

を
も

失
う
こ
と
へ
の
哀か

な

し
み
を
訴
え
る
。
李
徴
は
︑
自
作
の
詩

の
伝
録
を
袁
傪
に
依
頼
す
る
。
袁
傪
は
そ
の
詩
に

③�

し
な
が
ら
も
︑
第
一
流
の
作
品
と
し
て

は
何
か
欠
け
る
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
。
自
分
が
虎
に�

変
身
し
た
理
由
を
︑﹁
④�

﹂

と
﹁
尊
大
な
羞
恥
心
﹂
と
い
う
己
の
⑤�

に

あ
る
と
李
徴
は
言
っ
た
。

李
徴
と
袁
傪
の
別
れ

︵
31
・
16
～
終
わ
り
︶

李
徴
は
︑
妻
子
の
今
後
を
袁
傪
に
頼
み
︑
己
の
乏
し
い
詩

の
ほ
う
を
優
先
す
る
よ
う
な
男
だ
か
ら
虎
に
な
る
の
だ
と

⑥�

す
る
。
最
後
に
李
徴
は
︑
袁
傪
一
行
に

虎
に
な
っ
た
己
の
姿
を
現
し
︑
叢
く
さ
む
ら

へ
と
躍
り
入
っ
た
。

検印

教科書
p.22~p.34

山
月
記
…
…
中
島
敦

会
話
と
地
の
文
の
関
係
に
着
目
し
て
、
人
物
像
を
把
握
す
る

漢
字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う

1
　
次
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

��������

��������

①
俗
悪�

�

②
容
貌�

③
捜
索�

�

④
勅
命�

⑤
翻
す�

す�

⑥
膝�

⑦
醜
悪�

�

⑧
厭
う�

う

⑨
祝
辞�

�

⑩
巧
拙�

⑪
粛
然�

�

⑫
臆
病�

⑬
刻
苦�

�

⑭
危
惧�

⑮
襲
う�

う�

⑯
懇
ろ�

ろ

2
　
次
の
　
　
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

��������

��������

①
ヒ
ン
キ
ュ
ウ
す
る�

�

②
ヤ
ミ
に
堕
ち
る�

③
シ
ョ
ウ
ト
ツ
す
る�

�

④
カ
タ
ワ
ら
に
立
つ�

⑤
ム
ガ
ム
チ
ュ
ウ�

�

⑥
ザ
ン
ギ
ャ
ク
非
道�

⑦
シ
ュ
ウ
チ
ャ
ク
心�

�

⑧
ジ
チ
ョ
ウ
ヘ
キ�

��������

��������

⑨
モ
ウ
ジ
ュ
ウ
使
い�

�

⑩
秘
密
の
バ
ク
ロ�

⑪
タ
イ
ダ
な
生
活�

�

⑫
才
能
の
ク
ウ
ヒ�

3
　
次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

①
甘
ん
ず
る

�②
潔
し
と
し
な
い

�③
歯
牙
に
も
か
け
な
い

�④
そ
ら
ん
ず
る

�⑤
鬼
才

�⑥
俗
物

�

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う	

超
現
実
的
な
事
象
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

１

虎
に
な
る
前
の
李
徴
と
袁
傪
が
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か

を
読
み
取
ろ
う
。ま
た
李
徴
に
と
っ
て
袁
傪
は
ど
う
い
う
存
在
か
ま
と
め
よ
う
。

１
　
虎
に
な
る
前
の
李
徴
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
か
。
適
切
な
も
の
を
次

の
中
か
ら
三
つ

0

0

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
知
識
豊
富
で
、
抜
き
ん
出
た
才
能
を
も
っ
て
い
た
。

イ
　
協
調
性
が
あ
り
、
他
の
官
吏
た
ち
と
共
に
行
動
し
た
。

ウ
　
自
分
の
意
志
を
固
く
守
っ
て
、
人
と
妥
協
し
な
か
っ
た
。

エ
　
そ
の
才
能
ゆ
え
に
、
人
か
ら
の
信
頼
が
非
常
に
厚
か
っ
た
。

オ
　
自
分
の
能
力
や
才
能
に
、
強
い
自
信
を
も
っ
て
い
た
。

�

　

　

２
　「
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
」（
68
・
3
）
と
あ
る
が
、
李
徴
が
役
人
を

や
め
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
が
わ
か
る
一
文
を
本
文
中
か
ら
探
し
、
初
め

の
五
字
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

３
　「
再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
69
・

1
）
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る

語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
①

を
養
う
た
め
に
、
仕
事
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
。

・
自
分
の
詩
の
才
能
に
半
ば
②

し
た
か
ら
。

４
　「
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ
た
」（
70
・
13
）
と
あ
る
が
、
そ
の
間
、
李
徴
は

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
。
適
切
で
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

を
次
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
か
つ
て
の
親
友
に
、
今
の
自
分
の
姿
を
見
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
。

イ
　
か
つ
て
の
親
友
に
会
っ
て
、
話
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
。

ウ
　
人
食
い
虎
と
し
て
、親
友
ま
で
も
襲
お
う
と
し
た
自
分
を
悲
し
む
気
持
ち
。

エ
　
か
つ
て
の
親
友
に
な
ど
、
少
し
も
会
い
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
。

�

５
　
袁
傪
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
空
欄
に
あ
て
は
ま

る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
李
徴
と
①

に
進
士
に
合
格
、
現
在
は
、
監
察
御ぎ

ょ

史し

で
あ
る
。

・
②

の
少
な
か
っ
た
李
徴
に
と
っ
て
、
最
も
親
し
い
友
だ
っ
た
。

・
③

な
性
格
で
、
李
徴
と
衝
突
し
な
か
っ
た
。

19 ───教科書［P.68～P.81］

山
月
記

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う	

漢
字
を
確
認
し
よ
う	

１

次
の
　
　
線
部
の
漢
字
は
読
み
を
、
片
仮
名
は

漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

①
　
貧
窮［
　
　
　
］に
陥
る
。

②
　
シ
ガ［
　
　
　
］に
も
か
け
な
い
。

③
　
醜
悪［
　
　
　
］な
姿
を
さ
ら
す
。

④
　
ケ
モ
ノ［
　
　
　
］の
足
跡
。

⑤
　
シ
ョ
ウ
ガ
イ［
　
　
　
］忘
れ
な
い
。

⑥
　
自
ら
を
ア
ザ
ケ［
　
　
　
］る
。

⑦
　
羞
恥［
　
　
　
］心
を
覚
え
る
。

⑧
　
ゾ
ク
ブ
ツ［
　
　
　
］根
性
。

⑨
　
臆
病［
　
　
　
］な
性
格
。

⑩
　
策
を
弄［
　
　
　
］す
る
。

目標

検印

書
科
教

山さ

ん

月げ

つ

記き

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中な
か

島じ
ま

敦あ
つ
し

◉〈
執
着
〉す
る
心
を
捉
え
る

P.68
～
P.81

心
情
の
表
現

李り

徴ち
ょ
う

の
発
狂
と
失
踪

（
初
め
～
69
・
15
）

官
吏
　
　
─
博
学
才さ

い

穎え
い

、
若
く
し
て
官
吏
と
な
る
が
、
ま
も
な
く
退
官
。

 

↓詩家
　
　
─
文
名
は
揚
が
ら
ず
、
生
活
は
貧
窮
、
詩
業
に
半
ば
絶
望
。

 

↓地方
官
吏
─
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
発
狂
、
失
踪
す
る
。

李
徴
と
袁え

ん

傪さ
ん

の
再
会

（
70
・
1
～
71
・
13
）
・
袁
傪
に
遭
遇
→
叢

く
さ
む
ら

に
姿
を
隠
し
な
が
ら
も
、
再
会
を
喜
ぶ
虎
の
李
徴
。

李
徴
の
告
白（
一
）

（
71
・
14
～
74
・
4
）
・ 

虎
に
な
っ
た
理
由 �

も
わ
か
ら
ず
生
き
る
＝
生
き
物
の
さ
だ
め
と
語
る
。

・
し
だ
い
に
人
間
だ
っ
た
記
憶
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
哀か

な

し
み
を
語
る
。

李
徴
の
告
白（
二
）

（
74
・
5
～
76
・
6
）
・
袁
傪
へ
の
依
頼�

＝
自
作
の
詩
の
伝
録
を
袁
傪
に
頼
む
。

・
今
の
懐お

も

い
を
、
即
席
の
詩
に
述
べ
る
。

李
徴
の
告
白（
三
）

（
76
・
7
～
78
・
13
）
・ 

虎
に
な
っ
た
理
由 �

＝
〈
臆
病
な
自
尊
心
＋
尊
大
な
羞
恥
心
〉
と
語
る
。

袁
傪
へ
の
依
頼

（
78
・
14
～
80
・
4
）
・�

袁
傪
へ
の
依
頼�

＝
故
郷
に
残
し
た
妻
子
の
今
後
を
袁
傪
に
頼
む
。

・ 

虎
に
な
っ
た
理
由 �

＝
〈
妻
子
よ
り
、詩
業
を
気
に
か
け
る
こ
と
〉
と
自
嘲
。

袁
傪
と
の
別
れ

（
80
・
5
～
終
わ
り
）
・
袁
傪
一
行
に
姿
を
見
せ
た
虎
は
、
再
び
そ
の
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

３ 人間の姿と心　山月記 ─── 18

●『精選 文学国語』学習課題ノート　748円（税込）

●『新 文学国語』学習課題ノート　748円（税込）



61 60

画面は変更となる可能性があります。

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」か
ら
、

三
省
堂
教
科
書・教
材
へ
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
版
以
降
の
三
省
堂
教
科
書
の
指
導
用
デ
ー
タ
は
、

学
校
ご
と
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
を
通
じ
て
配
信
し
ま
す
。

・
三
省
堂
の
教
科
書
ほ
か

教
材
・
学
参
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

商
品
の
指
導
用
付
属
デ

ー
タ
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
学
校
ご
と
に
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
校
内
の
複
数

の
先
生
方
で
利
用
可
能

で
す
。

・
追
加
デ
ー
タ
が
あ
る
場

合
も
随
時
更
新
し
て
い

き
ま
す
。

・「
こ
と
ま
な
Ｄ
」
は
、
先
生
方
が
お
持
ち
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
と
連
携
し
て
、
指
導
用
デ
ー
タ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ

を
当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
の
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
」
に
コ
ピ
ー
し
、

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

・
上
記
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
採
用
の
商
品
に
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
を
閲
覧
・
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1 学期 A B C
3 2 1

クラス 番号 名前 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

評定 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

達成度 評定

1 1 サンプル１ B A A 4 B A A 8 4 達成度 評定
1 2 サンプル２ A B B 4 A B B 7 4 9 5
1 3 サンプル３ B B B 3 B B B 6 3 8 4
1 4 サンプル４ B B B 3 B B B 6 3 7 4
1 5 サンプル５ A A A 5 A A A 9 5 6 3
1 6 サンプル６ B B B 3 B B B 6 3 5 3
1 7 サンプル７ B B B 3 B B B 6 3 4 2
1 8 サンプル８ A B B 4 A B B 7 4 3 1
1 9 サンプル９ B B B 3 B B B 6 3
1 10 サンプル１０ B B B 3 B B B 6 3
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

最終評価 システム集計評価

- 2 - 

月
単

元

配
当
時
間 

●教材のねらい

「教材名」 
学習活動 

学習指導要領の指導事項 

❖言語活動例
評価規準 

４
～
５ 

１ 

論
点
を
整
理
す
る
た
め
に 

７ ●論点を明確にする 
「若者に友達プレッシャー」 

1 「友達プレッシャー」とはどのようなことか。

まとめる。 
2 「同輩集団以外の多様な関係を取り結べる

環境を整えていくことではないか」（22・1）と

言えるのはなぜか、説明する。  

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方 

イ 論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 
ウ 文や文章の効果的な組立て方や接続の

仕方について理解を深めること。 

情報の扱い方 

ア 主張とその前提や反証など情報と情報と

の関係について理解を深めること。 

思考力、判断力、表現力等 

読む 

ア 文章の種類を踏まえて、内容や構成、論

理の展開などを的確に捉え、論点を明確に

しながら要旨を把握すること。 
カ 人間、社会、自然などについて、文章の

内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて、新たな観点から自分の考えを

深めること。 
キ 設定した題材に関連する複数の文章や

資料を基に、必要な情報を関係付けて自分

の考えを広げたり深めたりすること。 

❖ウ 学術的な学習の基礎に関する事柄に

ついて書かれた短い論文を読み、自分の考

えを論述したり発表したりする活動。

知識・技能 

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり

するために必要な語句の量を増し、文章の

中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 
・文や文章の効果的な組立て方や接続の仕

方について理解を深めている。 
・主張とその前提や反証など情報と情報との

関係について理解を深めている。 

思考・判断・表現 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理

の展開などを的確に捉え、論点を明確にし

ながら要旨を把握している。 
・人間、社会、自然などについて、文章の内

容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結

び付けて、新たな観点から自分の考えを深

めている。 
・設定した題材に関連する複数の文章や資

料を基に、必要な情報を関係付けて自分の

考えを広げたり深めたりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 

・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の

評価規準〕+「粘り強い取り組みを行うとともに、

自らの学習を調整しようとしている」。 
例）論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにしたり、文章の種類を踏まえて、内

容や構成、論理の展開などを的確に捉え、

論点を明確にしながら要旨を把握したりす

ることに向けた粘り強い取り組みを行うとと

もに、自らの学習を調整しようとしている。 
※知識及び技能(1)イ、読む(1)イ、の場合 

●要旨を把握する 
「自分を捉え直す」 

1 筆者が「人間には、いくつもの顔がある。

―私たちは、このことをまず肯定しよう」（25・

1）と述べるのはなぜか、説明する。 
2 「『本当の自分』という存在を、ここでも捏造

してはならない」（28・8）のはなぜか、説明

する。 
3 「分人はすべて、『本当の自分』である」（30
・6）とはどういうことか、まとめる。 

●内容や構成・論理の展開を捉える

「他者を理解する」 
1 「それは感情の共振ということであっても他

、

者の
、、

理解ではない」（34・3）のはなぜか、そ

の内容を明らかにして説明する。 
2 「わかる、理解するというのは、感情の一

致、意見の一致をみるということではない」

（36・12）とはどういうことか、筆者の考えをま

とめる。 
3 「わからないままに身をさらし合う果てしの

ないプロセス」（38・8）とは何か、説明する。 

４ ●情報を整理し活用する 
「情報を整理する」 

1 伝えたいことを明確にして、目的や意図に

応じた適切な情報を収集する。 
2 伝えたい情報を整理して、自分の考えを表

出する。 

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方 

イ 論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

思考力、判断力、表現力等 

書く 

ア 実社会や学術的な学習の基礎に関する

事柄について、書き手の立場や論点などの

様々な観点から情報を収集、整理して、目

的や意図に応じた適切な題材を決めるこ

と。 

❖ア 特定の資料について、様々な観点か

ら概要などをまとめる活動。 

知識・技能 

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり

するために必要な語句の量を増し、文章の

中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

思考・判断・表現 

・実社会や学術的な学習の基礎に関する事

柄について、書き手の立場や論点などの様

々な観点から情報を収集、整理して、目的

や意図に応じた適切な題材を決めている。 

主体的に学習に取り組む態度 

・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の

評価規準〕+「粘り強い取り組みを行うとともに、

自らの学習を調整しようとしている」。 
例）論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにしたり、実社会や学術的な学習の基

礎に関する事柄について、書き手の立場

や論点などの様々な観点から情報を収

集、整理して、目的や意図に応じた適切な

題材を決めたりすることに向けた粘り強い

取り組みを行うとともに、自らの学習を調整

しようとしている。 
※知識及び技能(1)ア、書く(1)ア、の場合 

「振り返る」 1 適宜、課題に取り組む。 
※探究の視点「他者」 
※学びを深める「身体〈の〉疎外」 

三
省
堂
教
科
書
は
、学
校
ご
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」に
資
す
る
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

教
科
書
上
で
「
振
り
返
り
」を
明
示
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
↓
振
り
返
り
で

自
己
評
価
も
！ 

観
点
別
評
価
に
対
応
し
た
、

単
元
ご
と
の
評
価
規
準
例
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

観
点
別
評
価
の
記
録
、

お
よ
び
評
定
へ
の
換
算
が
で
き
る

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

※上記はいずれもサンプルです。それぞれの具体や全体像は、ウェブサイトおよび指導書にてご確認ください。

・指導書やワークブックにて、豊富なテスト問題をご用意しています。
　Googleフォームを使うことで、集計も管理できます。

※単元ごとの観点別評価を記録し、
集計できます。

　CPや評定への換算式をカスタ
マイズできます。

（「精選 論理国語」の例）

（「新 論理国語」の例）

1 学期 以上　A 7.2 80% 以上　A 7.7 80% 以上　A 7.2 80% 達成度 A B C
未満　C 3.6 40% 未満　C 3.8 40% 未満　C 3.6 40% 3 2 1

達成度計 9 達成度計 9.6 達成度計 9 重み付け→ 1 1 1

クラス 番号 名前 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 知識・技
能

知識・技
能

思考・判
断・表現

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

主体的
に学習
に取り組
む態度

1 1 サンプル１ 1 2 0 7.0 B 2 1 0 8.6 A 2 1 0 8.0 A B 2 B 2 A 3
1 2 サンプル２ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 3 サンプル３ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 4 サンプル４ 1 2 0 7.0 B 0 0 0 7.4 B 1 2 0 7.0 B B 2 A 3 B 2
1 5 サンプル５ 3 0 0 9.0 A 0 0 0 9.6 A 3 0 0 9.0 A A 3 A 3 A 3
1 6 サンプル６ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 7 サンプル７ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 8 サンプル８ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 9 サンプル９ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 10 サンプル１０ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 6.4 B 0 3 0 6.0 B B 2 B 2 B 2
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 ぐうぜん、うたがう、読書のススメ

評
価
の
サ
ポ
ー
ト

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
連
携
「
こ
と
ま
な
Ｄ
」
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よ
り
便
利
に
、

さ
ら
に
手
軽
に
、

漢
文
の
編
集
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
主
な
機
能
﹈

・
文
字
ご
と
の

　

訓
点
、
句
読
点
、

　

振
り
仮
名
、
送
り
仮
名

　

な
ど
の
設
定

・
行
間
の
設
定

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

　

書
き
出
し
（
再
編
集
可
）

﹇
主
な
機
能
﹈　

・
教
科
書
紙
面
表
示

・
本
文
、
課
題
拡
大
表
示

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧

・ 

書
き
込
み
（
ペ
ン
、
マ
ス
ク
、
マ
ー
カ
ー
、

　

ス
タ
ン
プ
、
付
箋
テ
キ
ス
ト
等
）

・ 

任
意
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
の
追
加

よ
り
便
利
に
、よ
り
使
い
や
す
く
。「
漢
文
エ
デ
ィ
タ
」が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

ご
要
望
の
多
か
っ
た
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

書
き
出
し
後
の
再
編
集
に
対
応
し
ま
し
た
！

●
教
科
書
紙
面
表
示

●
本
文
・
課
題
拡
大
表
示

〝
一
人
一
台
端
末
〞時
代
の
授
業
を
支
え
る『
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
』

1人あたり2,200円（税込）
※ 精選古典探究 古文編・漢文編
　のみ各1,650円（税込）

１ユーザー１ライセンス［在学期間］

●アプリ版（オフライン利用可能）
　Windows 10/11  iPadOS最新版対応
●Webブラウザ版（オンラインのみ）
　Chrome、Edge、Safari(iPad)推奨

デジタル教科書を
体験！

※体験版のページに
リンクします。

Word／一太郎上で漢
文をクリックするとエ
ディタが立ち上がり、
すぐに修正できる！

漢文エディタは「言語文化」「古典探究」指導書の付属データと
して、「ことまな学校サポートサイト」からプログラムをダウン
ロードしてお使いいただけます（Windows版のみのご提供です）。

編集後、ボタン一つ
でWord／一太郎に
書き出し可能！
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「国語教科書」 Q &  A

単位数のほかに、領域ごとの時数が決められているのですか？
学習指導要領では、科目ごとに単位数、扱う領域および各時数が決められています。
各時数は、下記の単位時間程度となっています。それぞれの教科書も、これらの規定に合
わせて単元や教材が構成されています。

　　

領域ごとの時間の数え方は、どのように考えればよいですか？
話している時間・書いている時間の合計ということではなく、単元や教材ごとの指導事項に
基づく領域の時間として計算できます。例えば、「話す・聞く」「書く」教材に取り組むために資
料などを読む場合は「話す・聞く」「書く」領域の授業時数、教材を「読解する」ためにメモな
どを書いたり友達と話し合ったりする場合は「読む」領域の授業時数となります。

実用的な文章は扱っていますか？
学習指導要領では、「論理国語」の「内容の取扱い」に、「読むこと」で扱う教材は、「近代
以降の論理的な文章及び現代の社会生活に必要とされる実用的な文章とする」と規定されて
おり、それぞれの教科書でも「実用的な文章」を掲載しています。日常生活で見かける様々
な文章を意識し、主体的に読み、探究していく姿勢を育てるためのきっかけとなるような教
材を掲載しています。

「現代文B」「古典B」と「論理国語」「文学国語」「古典探究」の違いは何ですか？
「論理国語」「文学国語」では領域ごとの配当時間が設定され、それぞれの科目で行う言語活
動例が明示されています。また「古典探究」は、古典をテーマとした探究的な学習（自分の
考えを広げたり深めたり、話し合ったりする活動）を行う科目として設定されています。
三省堂教科書は、これら新科目の学習を無理なく行えるように作られています。

大学共通テストが変わるのですか？
令和７年実施の試験から、新学習指導要領に基づく形で行われます。令和４年 11月に大学
入試センターより公表された「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの出題
教科・科目の問題作成方針に関する検討の方向性について」では、「国語」に関して、大問
の追加のほか、言語活動を重視する等の方針が示されました。また、あわせて公表された「試
作問題」には、新たな大問の例として、複数の文章やグラフを基にレポートの内容や構成を
考える問題が紹介されています。

科目名 標準単位数 話す・聞く 書く 読む
論理国語 ４ 〇 50～60 〇 80～90

文学国語 ４ 〇 30～40 〇 100～110

国語表現 ４ 〇 40～50 〇 90～100

古典探究 ４ 〇 －

◉学びが広がる！ “辞書の三省堂” が提供するタブレット辞書

ことまな辞書

  授業と自学をそれぞれサポート！
●  三省堂教科書の指導書には、「ことまな辞書」をWindows・iPadそれぞれ５台まで使える
ライセンスが付属します（国語・英語で付属書名が異なります）。
参照用としても、提示用としてもお使いいただけます。

 ことまな＋（プラス）でスマホにプラス！　ウェブアプリ付き！

低容量のインストールだから、いつでも、どこでも使いやすい
　学習に必要な辞書コンテンツに精選し、低容量のインストールアプリを実現。
　容量の限られた端末でもスムーズに、ネット環境に依存せずお使いいただけます。

卒業後も使える
　ユーザーごとに与えられるライセンスは、自分だけのものです。
　卒業後に端末が変わっても、同じ ID・パスワードで利用を継続することが可能です。

辞書をそのままアプリ化
　紙辞書の紙面を、そのままアプリ化しました。
　 紙面の見やすさ・引きやすさはそのままにアプリで使
えるので、高い学習効果が期待できます。

●エースクラウン英和辞典

●商品ラインアップ　＊税込価格

●全訳読解古語辞典　 ◎単語ストッカー（単語保存機能）

＊対応端末　Windows端末または iPad　対応OS：Windows10/11　iPadOS16以降
＊その他のセットもございます。

①ウィズダム英和辞典　第4版  …2,320円
②ウィズダム和英辞典　第3版  …2,320円
③グランドセンチュリー英和辞典　第4版

…2,090円
④エースクラウン英和辞典　第3版 …1,960円
⑤新明解国語辞典　第八版 …3,300円
⑥現代新国語辞典　第七版 …3,300円
⑦全訳読解古語辞典　第五版 …1,960円
⑧全訳漢辞海　第四版 …3,060円

ウィズダムセット　①・② …4,040円
国語科辞書セット　⑤または⑥・⑦・⑧  …5,200円
5辞書セット（ウィズダム） 
　①・②・⑤または⑥・⑦・⑧ …6,500円
5辞書セット（グランドセンチュリー）　
　②・③・⑤または⑥・⑦・⑧ …6,200円
4辞書セット（エースクラウン）　
　④・⑤または⑥・⑦・⑧ …5,800円
6辞書セット（高校）
　 ①・②・③・⑤または⑥・⑦・⑧ 　…7,300円

必要な分だけ、単品購入 まとめてお得、セット購入

64




